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岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

大 城 眞 郷

[昭和6年6月11日 受稿]

Uber die Bedeutung des Prazipitins bei der Anaphylaxie 

des isolierten Meerschweinchenuterus.

Anhang: Einfluss einiger Medikamente auf die oben 

genannte Anaphylaxie.

Von

Masato Ohki.

Aus dem Hygienischen Institut der Medizinischen Universitat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).
Eingegangen am 11. Juni 1931.

Bei einem isolierten Meerschweinchenuterus, der aus dem aktiv oder passiv immun
isierten Muttertiere lebend ausgeschnittet wurde, habe ich die anaphylaktische Kontrak

tion mittels des Magnus'schen Apparates untersucht. Dabei wurde die Reaktionsgrosse 

mit dem Prazipitintiter (nach der Verdunnungsmethode von Ogata und der Orginalmet

hode von Uhlenhuth) und mit dem Bindungsverhaltnis zur geeigneten Antigenmenge des 

Prazipitins von dem Muttertier verglichen. Bei der passiven Anaphylaxie wurde das 

Immunserum von Kaninchen vorher in das Meerschweinchen injiziert. Die Ergebnisse 

sind unten kurz angegeben.

1) Die Minimaldosis des Antigens, die bei dem isolierten Uterus eines aktiv 

sowie passiv immunisierten Meerschweinchens Anaphylaxie erzeugen kann, ist je nach 

der Bindungszone des Prazipitins verschieden, wenn der Verdunnungstiter des Prazi

 pitins in den zugehorigen Sera gleich ist; wenn die Bindungszone des Prazipitins gleich 
ist, so ist diese Minimaldosis dem Titer des Immunserums umgekehrt proportional. Der
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Prazipitintiter nacb Uhlenhuthseher Methodo scheint jedoch keine besondere Bedeutung 

fur die Bestimmung einer solchen Minimaldosis des Antigens zu haben.

2) Die fur die aktive Immunisierung geeignetste Inkubationszeit der Anaphy

laxie bei dem isolierten Meerschweinchenuterus ist 2 bis 3 Wochen; fur die passive kann 

man sie je nach der Menge der sensibilisierten Antikorper willkturlich verkurzen.

3) Bei der Anaphylaxie des isolierten Meerschweinchenuterus wirkt Adrenalin 

hemmend, Pilokarpin wirkt fordernd in mittelgrosser sowie kleiner Dose, dagegen auch 

hemmend in grosser Menge.

4) Die Vorbehandlung mit Ovariumpraparaten, wie Sistomensin und Agomensin, 

scheint keinen bedeutenden Einfluss auf diese Anaphylaxie beim Uterus zu haben.

5) Der schwangere Uterus ist fur diese Untersuchung infolge seiner unregel

massigen Bewegung nicht geeignet. (Autoreferat).
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第1章　 緒 論

1902年Charles Richet1)氏 ハ 「イ ソギ ンチ ヤク」ノ觸 手 ヨ リ抽 出 セル 毒 素 ヲ以 テ スル毒 物 學

的 實驗 ニ於 テ,該 毒 素 ノpro. 1kg, 0.1ccノ 前 處 置 ヲ行 ヘ ル犬 ハ一 定 ノ潜 伏期 ノ後 ニ致 死 量 ニ

足 ラザ ル 同 一毒 素 ノ靜 脉 内 注 射 ニ ヨ リ特 殊 ナ ル症 状 ノ下 ニ 斃死 ス ル ニ至 ル トノ實 驗 成 績 ヲ公 表

シ,コ ノ際Giftuberempfindlichkeitナ ル語 字 ヲ用 ヒカ カル状 態 テAnaphylaxieト 命 名 セ リ.

次 イデArthus2)氏 ハ家 兎 ニ於 テ皮下,靜 脉 内,腹 腔 内等 ニ馬 血 清 ヲ注 射 シ一 定 ノ期 間 ヲ經 テ再

注 射 ヲ行 フ トキ ハ過 敏 症 状 ヲ呈 スル コ トテ實 驗 シ,爾 來 實 驗 的 過 敏症 問 題 ハ過 敏 性 抗 體 ノ本 態

ニ關 シ或 ハ過 敏 性 症状 發現 ノ場 所 ニ就 テ又 延 ヒテ ハ過 敏症 状 ノ豫 防機 轉 ノ攻 究 ニ及 ビ甲 論 乙 駁

詳 述 ニ遑 ア ラズ.而 シテ 今 日過 敏 症 發現 ノ場 所 ニ就 テ ハ細 胞 説 ニ賛 スル 實 驗 的 事實 ノ相 踵 イデ

發 表 セ ラル ル ノ外,過 敏 性 抗 體 ノ本態 ニ關 シテ ハ, Eriedberger3),及 ビDoerr u. Moldovan4)

氏等 ヲ始 メ トシテ, Doerr u. Russ5), Friedmann6), Hugo Braum7), Weil8), Pfeiffer u. Mita9),

 Hartoch10), Weil-Halle u. Lemaire11),卜 部12),白 玖13)氏 等 ノ抗 體 一元 論 者 ガ過 敏 性 抗 體 ト沈

降 素又 ハ補體 結 合 性 物 質 トガ同 一物 ナル コ トヲ主張 スル アル モ,尚 ホKraus u. Novotory14),

 Hinbze15), Armit16), Burchhardt17),杉 田18),坂 本19)正 等 一派 ノ學 徒 ハ若 干 ノ疑 點 ヲ擧 ゲ テ未

ダ之 ニ賛 スル ニ至 ラズ.

之等 全身 過 敏症 ノ攻 究 ニ伴 ヒ, 1910年Schultz20)氏 ガ感 作 海 〓 腸管 ヲ用 ヒテ遊 離臟 器過 敏性

反 應 ノ實 驗 ニ手 ヲ染 メタ ル以 來,腸 管,子 宮,膀 胱,肺 氣管 支 等 ノ如 ク主 ト シテ滑 平 筋 纎 維 ヲ含

ム遊 離 臟器 ヲ使 用 シテ 行 ハ レタ ル過 敏症 ニ關 スル 實驗 報 告亦鮮 カ ラ ズ. Friedberger u. Mita21)

及 ビFriedberger u. Kumagai22)氏 等 ハ 蛙 心,海 〓 子 宮,家 兎 腸 管, Massini23), Dold u.

 Burger24), Kendall25),桑 名26)氏 等 ハ腸 管 ニ於 テ, Manwaring u. Kusama27),武 田28),景 山29),

柳 橋一 岡 部30)氏 等 ハ肺 臟 及 ビ氣 管 支, Pick u. Hashimoto31), Rumpf32)氏 等 ハ肝 臟,黒 田 一 正

木33)氏 等 ハ末 梢血 管 ヲ用 ヒテ何 レモ 同様 ナル 實 驗 ヲ行 ヘ リ.

飜 ツテ觀 ルニ遊離子 宮 ヲ以テ スル過敏性反應ノ詳

細 ナル研究 ハDale34)氏 ヲ以テ嚆矢 トナス,同 氏ハ

體重250g迄 ノ處女海〓 ヲ瀉 血 シ胃腸管 ヲ剔出 セル

モノヲ腎臟 ノ高サ ニ於テ切斷 シ腹部大動脉斷端 ヨ リ

0.5-1LノLocke氏 液 ヲ以テ洗 滌シ子宮 ノ一角 ヲ酸

素 ヲ含ムRinger氏 液 ヲ環流 セ シムル樣同氏等 ニヨ

リテ創案セラ レタル用具 ニ装置 シ,子 宮 ノ収縮 ガ整

調 トナルニ及ビテ種々ナル抗原 ノ適當量ヲ加 ヘタル

Ringer氏 液 ヲ通 ジテ,海 〓子宮過敏症 ニ於テハ能働

性免疫 ノ場 合ニハ少 クモ12-14日 ノ潜伏期 ヲ要 シ

被働性免疫 ノ際ハ4-5ccノ 抗馬血清 ノ前處置 ニ ヨ

リ24-48時 間後 ニ反應 ヲ現 シ著 シキ収縮 ヲ以テ應

ジ,且 之等過 敏症 ハ抗 原ニヨ リ特異性 ヲ有スル コ ト

ヲ觀察セル結果,健 康海〓 ト感作海〓 トノ子 宮筋 ノ

抗原 ニ對 スル反應度 ノ差異ハ之等海〓 ノ靜脉 内ニ抗

原 ヲ注射 セル場合 ノ反應度 ト一致 スル コトヲ述ベ,

爾來Weil35), Stoland36), Stoland u. Sherwood37)氏 等

相踵 イデ同樣ナル實驗 ヲ試 ミタ リ.

而 シテ 既述抗體 一元説 ニ賛 シテ沈降素 ト過 敏性抗

體 トノ同 一物ナル コトヲ認 ムル學徒 ニ於テモ,抗 原

ノ再處置 ニ際 シテ ノ使用抗原量 ニ關 シテハ確固 タル

基準 ヲ缺 キ多 クハ漫然 ト先輩 ノ手技 ニ倣ヒ慣 習 ヲ守
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リ單 ニ感作後潜伏期 ノ長短 ニ據 リ或ハ前處置 ノ抗 原

量 又ハ其 ノ行 ハ レタル場所 ニ就テ語 リ,稀 ニ過敏性

抗 體 ノ多寡 ヲ考 慮スル者 アル モ單 ニ免疫 血清 トシテ

ノ量的差 異ヲ云 々スル ヲ以テ満足 スルニ過 ギズ,從

ツテ時 ニ豫期 セザル矛盾 ニ遭遇スルヤ之 ヲ海〓 ノ個

性 又ハ實驗 ノ過 誤等 ニ歸 シテ疑ハザルモノ尠 カラザ

ル ノ現状 ナ リ.然 ルニ,沈 降反 應ニ於テ緒方氏抗體

稀釋法38)ノ創案 セラ レ沈降素 ノ量的檢出 ノ可能 トナ

ル ニ及 ビ,其 ノ抗體一元 説 ノ證 明ニ便 セル ト共 ニ,

諸種過敏症 ノ實驗 モ亦 ソノ結合帶及 ビ稀釋沈降素價

ヲ基準 トシテ行ハレ,過 敏症 ニ於 テ未 ダ殘サ レタル

幾 多ノ疑 問ヲ解 キ多ク ノ新事實ハ吾 ガ教室先輩諸氏

ニヨ リテ相踵 イデ發表 セラルルニ至 レリ.

余ハ先ヅ先輩 助言 ノ下 ニ遊離海〓子宮 ノ過敏症 ニ

於 ケル沈降素 ノ意義 ヲ窺 ヒ併セテ神經毒 ソノ他1-2

卵巣製劑 ン當該過敏症 ニ及 ボス影響 ニ關 スル實驗 的

研究 ヲ行 ヒ,聊 カ得ル所 ア リタリト信 ズル ヲ以テ以

下之 ヲ報告 シ先進 ノ叱 正ヲ仰 ガ ントスルモ ノナ リ.

第2章　 實驗材料竝ニ實驗方法

第1節　 試驗動物竝ニ臟器

試驗動物 トシテハ常 ニ體 重250-300gノ 處女海〓

ニ シテ發情期 ニ非ザルモノ ノ子宮 ヲ用 ヒ,妊 娠,經

産 又ハ發情期 ハ海〓ハ之 ヲ使用 セザ リキ,コ レ發情

期 又ハ妊娠 子宮ハ微弱ナ ル諸種 ノ刺戟 ニ對 シテ モ収

縮 ヲ起 シ整 調ナル運動 ヲ保 ツコ ト甚 ダ困難 ナルモノ

多 キガ爲 ナ リ.

使用 海〓 ハ先 ヅ頸動脉切斷 ニヨリ充分ニ瀉血 シテ

死 ニ致 ラシメ,直 チニ腹部 ニ正中切開 ヲ加 へ有釣小

鑷 子ヲ以テ子宮腟上部 ヲ把持 シ剪刀 ヲ以テ腟 トノ連

緊 ヲ斷 チ輕 ク之 ヲ擧上スル トキハ子宮兩角ハ廣靱帶

及 ビ輸卵管 ヲ以テ後腹壁 ト連 ナルノ ミトナル,次 ニ

子宮體 ヲ牽引 スルコ トナク剪刀 ヲ以 テ廣靱帶 ヲ切除

シツツ輸卵管部 ニ於テ卵集 トノ連 絡ヲ去ル.總 テ ノ

操作ハ極 メテ愼 重ナルヲ要ス,コ レ,子 宮體 ニ著 シ

キ牽引ヲ加フル トキハ子宮 ノ収縮 ハ甚 ダ不整調 トナ

ルカ又ハ遂 ニ運動 ヲ起 サ シメ得ザル ニ至ルヲ以テナ

リ.カ クテ剔出 セル子宮 ハRinger-Lonke氏 液 ヲ以

テ極 メテ靜 カニ洗 滌 シテ可及的血液 ヲ去 リ同液 ヲ盛

レル「ベツヘル」ニ移 シ氷塊 ヲ入 レタル魔法瓶中 ニ蓄

フル トキハ12時 間以 上ニ亙 リ充分ニ運動セ シメ得

ルモ ノナ リ.之 等 ノ子宮ハ ソノ一角 ヲ2-4片 ニ切

斷 シテ實驗 ニ供 セ リ.

第2節　 使用抗原竝ニ抗體

反應用 抗原 トシテハ牛血清 ヲ用ヒ タ リ.牛 血清ハ

總テ無菌 的 ニ採取 セルモノヲ滅菌試驗 管ニ容 レ石炭

酸 等 ノ防腐劑 ヲ加 フル コ トナ ク氷塊 ト共 ニ魔法瓶ニ

収 メ氷室中 ニ蓄臟 シ,採 取後1週 間以上 ヲ經過 シ全

ク透明 ナル モノヲ使用 シ2週 間 以上ヲ經過 セル モノ

ハ特別 ノ場 合以外使用 セ ザ リキ.

抗體 トシテハ 牛血清免疫 家兎血清 ヲ使 用 セ リ.抗

血清ハ使用前必ズ 緒 方 氏 抗 體 稀 釋 沈 降 反 應 及 ビ

Uhlenhuth氏 沈降反應ヲ嚴密 ニ檢 シ, Uhlenhuth氏

法 ニヨル沈降原價竝 ニ緒 方氏法 ニヨル結合帶及 ビ稀

釋沈降素 價 ノ確定セルモ ノヲ用 ヒ.之 等 ノ抗血清ハ

抗 原 ノ場 合 ト同樣 ナル方法ヲ以テ防腐劑 ヲ加 フル コ

トナク蓄藏セ リ.

第3節　 免 疫 方 法

能働性免疫 ニテハ海〓 ノ腹 部皮下ニ牛血清0.5cc

ヲ注 射 シ免疫後 第14日 目ニ實驗 ヲ行 ヒ,被働性免疫

ニ際 シチハ抗 血清 ノ稀釋沈降素價 ヲ目標 トシ體重ヨ

リ起算 シテ ソノ所要量 ヲ2-3倍 ノ生理的食鹽水 ヲ

96



遊離海〓子宮過敏症ニ於ケル沈降素ノ意義 341

以テ稀釋セルモ ノヲ海〓耳靜脉 ヨリ注入 シ24時 間

後實驗 ニ供セ リ.而 シテ能働性免疫 ノモ ノハ勿論,

結合帶既 ニ判明 シ沈降素價亦略ボ豫測 シ得 ル被 働性

免疫海〓 ニ在 リテ モ實驗 ニ先チ必 ズ當該海〓血清 ノ

沈降反應 ヲ檢 シ再注加抗原 ノ量的基準 ヲ之 ニ求 メタ

リ.

第4節　 實 驗 方 注

Magnus氏 ノ摘出臟器 懸垂法 ニ依 リ,前 記 ノ子宮

片 ヲ装置 シ營養槽 ハRinger-Locke氏 液50ccヲ 容 ル

ル ニ足 リ,ソ ノ温度ハ常ニ39℃ ヲ保 タシメタリ.

一般ニ海〓子宮 ハ腸管 ニ比 シ運 動ヲ開始 スル コ ト遲

ク又甦生 スルモ運動甚 ダ不規 則ナルコ ト多 クソノ整

調 トナルニ多 クハ30分 前後 ヲ要 セ リ,若 シ60分 ヲ

過 グルモ遂 ニ運 動 ヲ始 ムル ニ至 ラザルモノハ放棄セ

リ.試 驗 子宮片 ノ運動整調 トナ ルニ及 ビテ抗原 ヲ注

加 シ因 ツテ起 ル子宮攣縮 ノ程度 ヲ以テ過 敏性反應 ノ

陽性度 ヲ定 メタ リ,即 チ抗 原注加後直 チニ攣縮 ヲ始

メ極度 ニ達 シ タルママ數十分 ヲ過 グル モ遂 ニ再 ビ運

動スルニ至 ラザルモ ノヲ強度 ノ反應 トシ,一 旦相當

強度 ノ反應 ヲ呈スルモ間モナク強直去 リテ注加前 ノ

整調ナル運 動ニ復スルモ ノヲ中等度 ノ反應 トシ,輕

微 ナル子宮筋 ノ緊 張ヲ起 スニ過 ギズ運 動亦大 ナル變

化 ナキモ ノヲ弱反應 トセ リ.

抗 原ハ槽中 ノ營養液ガ常 ニ實驗海〓 血清 ノ示 ス沈

降 反應 ニ於 ケル結 合帶ニ一致 スルカ,又 ハ ソノ所要

倍 數ニ相當 スル稀釋度 ニ達 セシム ル爲 ニ豫 メRinger-

Locks氏 液 ヲ以テ適當 ニ稀釋セル抗 原 ノ1ccヲ 注

加 ス,即 チ 實 驗 海 〓 血 清 ガ沈降反應 ニ於テ結合帶

1:1,000ヲ 示 セル トキ槽中抗 原濃度 ヲ結合帶相當量

トスル爲 ニハ營養液49ccニ20倍 稀釋抗原 ヲ1.0cc

加 ヘテ1:1,000稀 釋 トスルガ如 シ.

第3章　 反應用抗原ノ正常海〓子宮ニ及ボス影響

一般過 敏症 ノ實驗 ニ於テ抗 原 トシテ使用 セラルル

諸種蛋白體ガ一定量 ヲ超 ユル トキハ非特異性 ノ反應

ヲ呈 スルニ到ルコ トハ周知 ノ事實 ニシテ遊離臟器 ニ

對 シテモ亦諸種動物正常血清 ガ或ル場合毒性 ヲ現 シ

得 ルコ トハ既ニSchultz及 ビDale氏 等 ノ實驗 ニ徴

シテモ明 カナルヲ以テ,余 モ亦正常海〓遊離子宮 ニ

對 スル正常牛血清 ノ毒性有無 ヲ檢 セ ントシテ,採 取

當 日,採 取後第7日,第14日,第60日 等 ノ諸種牛

血清 ニ就テ數 囘 ノ對照試驗ヲ行 ヘリ.

ソノ一部 ヲ示セ バ第1圖 ノ如 シ.

第1圖　 正常遊離海〓子宮ニ及ボス牛血清ノ影響

Massstab 2:3

海〓遊離肺臟 ノ過敏症實驗 ニ於テ武田28)氏ハ3日

間 以上 氷 室 内ニ蓄 藏 セル閹羊 ソノ他 ノ血清抗 原ハ

2%ニ テハ毒性 ヲ示サズ、又景山29)氏ハ同様 ノ實驗

ニ於テ山羊血清 ノ1日 以上經過 セルモ ノハ 既 ニ1%
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溶液 ニテハ 肺 組 織 ニ對 シ何 等 ノ變 化 ヲ興 ヘズ ト述

べ,最 近桑名26)氏ハ5日 間以上氷 室ニ放置 セル牛,

馬,山 羊 血清 ガ何 レモ2%濃 度 ニテハ何等遊離腸管

ノ運 動 ニ變化 ヲ來 スコ トナ キヲ記載セ リ.

雌雄及 ビ採取 日ヲ異 ニスル數種 ノ牛 血清 ニ就テ ノ

余 ノ上記 ノ實驗 ニヨ レバ,牛 血清ハ採取當 日ノ極 メ

テ新鮮ナルモ ノハ營養液50ccニ 對 シ1.0cc(即 チ

2%)ニ テハ多 少 ノ毒性 ヲ示 スガ如 キモ0.5cc
.(即 チ

1%)注 加 ニテハ何等毒性 ヲ見 ズ,又7日 以上經過 セ

ル トキハ, 2%濃 度 ニ於テ 正常海〓 ノ遊離子宮ニ何

等 ノ變化 ヲモ與 ヘザル コトヲ知 レ リ.

第4章　 遊離海〓子宮ノ過敏症 ト沈降反應 トノ關係

第1節　 能働性免疫海〓遊離子宮ノ過敏症

本實驗 ニ於テハ既述 ノ如 ク牛血 清0.5ccヲ 腹部皮

下 ニ接種 セル後,第14日 目ノ海〓 ニ於テ先 ヅ當 該血

清 ノ沈降反應 ヲ檢 シ,ソ ノ結合帶 及 ビ稀釋 沈降素價

竝 ニUhlenhuth氏 沈降原價 ヲ確定 セル後 實 驗 ニ着

手 セ リ.

一般 ニ能働性免疫 ニ於テハ長時 日 ノ潜伏期 ヲ要 ス

ル ヲ以 テ ソノ間海〓 ノ斃死スルモノ多 ク,又 沈降素

價,結 合帶等所要 ノモノヲ隨時ニ得 ルコ ト甚 ダ困難

ナ リキ.

以下項 ヲ分 チテ實 驗成績 ヲ述 ベ ントス.

第1項　 能働性免疫海〓ノ遊離子宮過敏症ニ於ケル

沈降反應ノ示ス結合帶ノ意義

緒方氏抗體 稀釋沈降反應 ニ於テハ遞降 的ニ稀釋 セ

ラレタル抗體 ガ抗 原 ノ或 ル特定 ノ稀釋度 ニ於テ最高

稀釋迄反應 シ得 ル際 ニ ソノ抗原 ノ稀釋度 ヲ本免疫血

清 ノ沈降反應 ニ於 ケル結合帶(Bindungszone)ト 定

メ,ソ ノ結合帶ニ於テ 反 應 シ得ル抗 體 ノ最 高 稀 釋

度 ヲ以テ稀釋沈降素價(Verdunnungstiter d. Zone,

 Zonetiter)ト 命 名 シ,前 者ハ該 血清 ノ性質 ヲ現 シ後

者 ハ ソノ免疫力價 ヲ示スモ ノナ リ.

各種 ノ免疫血清ニハ沈降 反應 ニ於 テ ソノ主抗原ニ

對 シテ示 ス固有ナル結 合帶 ヲ存 シ,假 令 コノ免疫血

清 ヲ稀釋 シ沈降素價 ヲ減少 セ シメ得 ル場合ニ於テモ

結合帶ハ異動 スル コ トナ シ.故 ニ遊離海〓 子宮 ノ過

敏症 ニ於テモ コノ一定 不變 ナル結合帶 ノ意義ヲ究 ム

ル コトハ極 メテ緊要 ナル研究題目 タルナ リ.

牛血清 ヲ以 テ海〓 ヲ免疫 スル際 ニハ,ソ ノ免疫血

清 ノ示 ス沈降 反應 ノ結合帶 ハ一般 ニ抗原ノ低稀澤度

ニ アル コ ト多 ク,余 ノ場合 ニ於テ モ多 クハ1:50-

1:100ニ シテ1:250ヲ 示 スモノハ稀 ナ リキ.

稀釋沈降素價及 ビUhlenhuth氏 沈降原價 ヲ同 ジク

シ,シ カモ結合帶 ヲ異 ニスル モノノ内第2圖 ニ示 ス

a, b2頭 ノ海〓 ノ例 ラ擧 ゲテ,コ ノ結合帶 ノ相異 ガ

遊離海〓 子宮 ニ過 敏症 ヲ起 シ得 ル最少抗原量ニ如何

ナル影響 ヲ與 フルカニ就テ述 ベン トス.

a, b海 〓共 ニ稀釋沈降素價 ハ1:8, U氏 沈降原價

ハ1:250ナ ルモ結 合帶ハa海 〓ハ1:50ニ シテb海

〓ハ1:100ヲ 示 ス.

a海 〓 ニ於テハ抗 原 タル牛 血清1.0ccヲ 注加 シテ

營養槽内 ノ抗原濃度 ヲ結合帶相當量(1:50)タ ラ シ

ムル トキニ子宮 ノ極 度 ノ攣縮 ハ數十分 ヲ過 グルモ弛

緩ス ルコトナ ク,順 次 ニ抗原量 ヲ減少 セ シメテ營 養

槽 中 ノ抗 原濃度 ヲ1/320結 合帶相當量 トスル トキハ

微弱 ナル反應ヲ示ス ニ過 ギズ シテ1/640結 合 帶相當

量 ニテ ハ遂 ニ何等 ノ反應 ヲ呈 スルニ至 ラズ, a海 〓

遊離子宮過敏症 ニ於 ケル最 少 抗 原 量 ハ1/320結 合

帶相當量,即 チ絶 對 抗 原 量 ハ 營養液50ccノ トキ

0.003125ccナ リ.
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第2圖　 能働性免疫海〓子宮過敏症
Massstab 1:2

b海 〓 ニ 於テ ハ同 ジ ク結 合 帶相 當 量 ノ抗 原 濃度 ト

ス ル爲 メ,絶 對 抗 原 量0.5cc(即 チ前 者 ノ1/2量)

ヲ注加 スル際 ニハ 極 度 ノ反 應 ヲ呈 スル モ 漸 次 抗 原

量 ヲ減 ズ ル トキハ1/320結 合 帶 相 當 量(絶 對 抗 原 量

0.00156cc)迄 ハ極 メテ 微 弱 ナ ル反 應 ヲ呈 ス ル モ,ソ

レ以下 ハ 全 ク反應 ナ シ.

以上 ノ成績 ヲ比 較 ス ル ニ遊 離 子宮 ニ過 敏 性 反 應 ヲ

起 サ シメ得 ル ニ足 ル最 少 抗 原 量 ハa海 〓 ニ於 テ ハ ソ

ノ絶 對 量0.003125ccナ ル ニb海 〓 ニテ ハ0.00156cc

ニ シテ 前 者 ノ1/2量 ニ相 當 ス,シ カ モ 之 ヲ結 合 帶 ヲ

基 準 トシテ起算 スル トキハ兩者共 ニ1/320結 合帶相

當量ナ リ.コ ノ兩海〓 ニ於テ所 要最少抗原 ニ絶對量

ノ差異ガ因 ツテ起 ル所以ハ最強度 ノ反應ニ要 スル抗

原量 ノ差異 ト共 ニ實ニ結合帶 ノ相異 ニ起因スルモノ

ナルベキ ヲ窺知 シ得 ルモ ノナ リ.

即 チ,所 屬血清 ガ稀釋 沈降素價及 ビU氏 沈降原價

ヲ等 シクスル場合,ソ ノ遊離海〓子宮 ニ過 敏症 ヲ起

サ シメ得 ルニ足 ル最少抗 原量 ハ沈降反應 ノ示 ス結 合

帶 ニ略ボ正比例 スルモ ノノ如 シ.

第2項　 能働性免疫海〓ノ遊離子宮過敏症ニ於ケル

抗體稀釋沈降素價ノ意義

余ハ前項 ニ於テ沈降反應 ニ於 ケル結 合帶 ガ遊離海 〓子宮過 敏症 ノ實驗 ニ際 シテ再注加抗原 量ヲ決ス ル
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基準 トナル コ トヲ知 レルヲ以 テ,引 キツヅキ結合 帶

ニ於 ケル稀釋沈降素價 ガ再注 加抗 原量 ニ對 シテ如何

ナル意義 ヲ有 スルヤ ヲ知ラ ントシテ次 ノ實驗 ヲ進 メ

タ リ.

元來沈降反應 ヲ以テ結合帶ヲ同 ジクス ル免疫 血清

ノ力價 ヲ比較 スル ニ際 シテ ハ ソノ結合帶稀釋沈降 素

價 ノ高 キモノ程高價ナル免疫血清 トセ ラルルモ ノナ

ル コ トハ既 ニ述ベ タ リ.今結合帶及 ビU氏 沈降 原價

ヲ等 シクシ,シ カモ稀釋沈降素價 ヲ異ニスル2頭 ノ

海〓 ニ就テ稀釋沈降素價 ト遊離子宮過敏症發現 トノ

關係 ヲ見 ルニ,第2圖a, c海 〓 ニ於 ケルガ如 シ.

a, c海 〓 ハ共 ニ結合帶 ハ1:50, U氏 沈降原價 ハ

1:250ナ ルモ稀釋沈降素價ハa海 〓 ハ1:8ニ シテc

海〓ハ1:32ナ リ.

a海 〓 ニテ ハ前項 記載 ノ如 ク遊 離 子 宮ニ過 敏 症

反應 ヲ起 サ シメ得 ル最少 抗 原 量ハ1/320結 合 帶 相

當 量,即 チソノ絶 對 抗 原 量ハ營 養 液50ccノ トキ

0.003125ccニ シテ1/640結 合帶相當 量ニ於テハ何等

ノ反應 ヲ呈 スル コ トナ シ.シ カルニ, c海 〓 ニ於 テ

ハ1/320結 合帶相當 量 ノ抗 原ニ對 シテハ中等度 ノ反

應ヲ示 シ,前者 ノ反應限界ヲ遙 ニ超 エタル1/1280結

合帶相當量 ニテモ尚 ホ微弱 ナル反應 ヲ呈 シコノ際 ノ

絶對抗原量ハ0.00078ccナ リ,即 チc海 〓 ニ於 ケル

最少抗原量 ハa海 〓 ノ約1/4ニ 相當 ス.而 シテコノ

際兩海〓ハU氏 沈降原價 ト共 ニ結 合帶 ヲ等 シクスル

爲 ニ,之 等兩者 ノ所要最 少抗 原量 ノ差異ハ唯一 ノ相

異 タル稀釋沈降素價 ガa海 〓 ニテ ハ1:8.海 〓 ニテ

ハ1:32ナ ル點 ニ歸 セラルベキモ ノナルベシ.

以上 ノ實驗成績 ヨ リ觀 ル トキハ能働性免疫ニ於テ

所屬 血清 ガ結 合帶及 ビU氏 沈降原價 ヲ等 シクスル場

合,ソ ノ遊離海〓 子宮ニ過敏症 ヲ起サ シメ得 ルニ足

ル最少抗原量ハ沈降反應 ノ示 ス稀釋沈降素價 ニ略ボ

逆 比阿 スルモ ノノ如 シ.

第3項　 能働性免疫海〓 ノ遊離子宮過敏症ニ於ケルUhlenhuth氏

沈降原價 ノ意義

沈降反應ヲ以 テ免疫血清 ノ力價 ヲ定 ムルニ際 シテ

ハ抗體 稀釋沈降反應 ヲ檢 シテ結 合帶 ヲ求 メ結合帶 ヲ

等 シクスル血清間 ニテハ ソノ稀釋沈降素價 ノ大ナル

モ ノヲ以テ高價 ナル免疫血清 トナス ト同時 ニ,遊 離

海〓 子宮 ノ過 敏症 ニ於 テモ結合帶高 クソノ沈降素 價

大ナルモ ノ程過敏症 ヲ起 シ得 ベキ最少抗 原量ヲ節約

シ得 ルモ ノナルコ トハ既 ニ述 ベタル所 ナ リ.而 シテ

從 來一般 ニ沈降反應 ヲ檢 スルニ際 シテ用 ヒラ レタル

U氏 法 ニヨル沈降原價 ル高 低ガ遊離海〓子宮過敏症

ニ如何 ナル關係ヲ有 スルカハ又極 メテ興味 アル問題

ナ リ,何 トナ レバ今 日文獻 ニ徴 シ得 ベキ記載 ノ多 ク

ハ 沈降 反應 ニヨル免疫 血清 ノ力價 ヲ語ルニU氏 沈降

原價 ヲ以テ シ,從 ツテ抗體一元 説 ニ賛 シ過敏性抗體

ノ含量 ヲ沈降反應 ノ成績 ヲ目標 トシテ量的 ニ考慮 シ

タ リシ一部 ノ先輩 モ多 クハ ソノ基準 ヲU氏 沈降 原價

ニ置ケ リ,然 ルニ既記緒方氏 抗體稀釋法 ヲ以 テ沈降

反應 ヲ檢 スルニU氏 沈降 原價 ノ大ナルモ ノ必 ズシモ

緒 方氏法 ノ示 ス高キ免疫價 ヲ有 スルモノト云 フコ ト

ヲ得 ズ却 ツテU氏 沈降 原價小 ナルモ ノニシテ高キ稀

釋 沈降素價 ヲ有スルモ ノアルハ,吾 人 ノ屡々遭遇 ス

ル所ナ リ.尚 ホ微量抗原 ヲ以テ反覆 免疫 ヲ施 ストキ

ハ屡 々U氏 沈降 原價 ノ高 位ナルモ ノヲ得ル コト容易

ニシテ,海 〓免疫 ニ際 シテハ家兎免疫 ノ場合ニ比 シ

テ一般ニU氏 沈降原價 ノ低位 ナルコ トモ周知 ノ事實

ナ リ.余 ノ方法 ニヨル單 ニ1囘 ノ牛血清0.5ccノ 腹

部皮下注射 ニテハU氏 沈 降原價 ノ高 キモノヲ得 ルコ

ト困難 ニシテ ソノ1:250ヲ 超 ユルモ ノハ稀ナ リキ.

余 ガU氏 沈降原價 ノ能働 性免疫 海〓遊離子宮過敏

症 ニ及ボス影響 ノ如何 ヲ知 ヲントシテ行 ヘル實驗成

績 ノ一斑 ヲ示セバ第2圖b, d海 〓 ノ如 シ.
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b, d海 〓血清ハ共 ニ緒 方氏抗體稀釋沈降反應ニ於

テ結合帶1:100,稀 釋沈降素價1:8ヲ 有 シ, U氏 沈

降原價 ハb海 〓 ニテハ1:250, d海 〓ハ1:100ナ リ.

之等 海〓 ノ遊離 子宮過敏症 ヲ檢スルニb海 〓 ニテ

ハ既述ノ如 ク遊 離 子 宮過 敏 症 ヲ起サ シメ得 ベキ最

少抗 原量ハ1/320結 合帶相當量,即 チ絶 對 抗 原 量

0.00156ccニ シテd海 〓 ニテハU氏 沈降原價 ハ前者

ノ1/2ニ モ足 ラザルニモ拘 ラズ ソノ關係ハ前者 ト略

ボ同樣ナ リ.

以上 ノ成績 ニヨリテ觀 ル トキハ沈降反應 ニ現 レタ

ルU氏 沈降原價 ノ差異 ハ能働性免疫海〓遊離 子宮 ノ

過 敏症ニ於テハ緒 方氏稀釋沈降反應法 ニ於ケル結合

帶及 ビ稀釋沈降素價 ノ示 スガ如 キ特異 ナル影響 ヲ認

メ得 ザルガ如 シ.

第2節　 被働性免疫海〓遊離子宮ノ過敏症

余ハ既 ニ前節 ニ於テ沈降反應 ノ示ス結合帶,稀 釋

沈降素價及 ビU氏 沈降原價 ガ能働性免疫海〓 ノ遊離

子宮過敏 症ニ對 シテ如何 ナル意義 ヲ有 スルモ ノナル

カ ヲ實驗 セ リ,然 レ共能働 性免疫 ニア リテハ既述 ノ

(第1表)主 トシテ被働性過敏症ニ使用 セシ3種 ノ抗牛家兎血清ノ示ス沈降反應

摘

要

A種 血清

結 合 帶1:50,稀 釋 沈 降 素 價1:1,024

ウ 氏沈 降 原價1:25,000

B種 血 清

結 合 帶1:1,000稀 釋 沈降 素 價1:512

ウ 氏沈 降 原 價1:25,000

C種 血 清

結 合 帶1:10,000稀 釋 沈 降 素 價1:1,024

ウ 氏 沈 降 原價1:50,000
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如 ク結合帶,沈 降素價及 ビU氏 沈降 原價等任意所要

ノ動物例ヲ隨時 ニ得 ルコト難 ク從 ツテ實驗 成績 モ未

ダ吾ガ意 ニ満 タズ所説亦或 ハ釋然 タラザル モノアル

ベ シ.依 ツテ進 ンデ沈降反應ニ於 ケル結合帶 ノ著 シ

ク相 異 シ稀釋沈降素價赤高價ナル數種 ノ牛血清免疫

家兎 血清 ヲ得.ソ ノ適當量 ヲ以テ隨時海〓 ヲ感作 シ

テ種 々程度 ノ免疫價 ヲ得セ シメ,之 等 海〓遊離子宮

ニ於 ケル被働 性過 敏症 ノ實驗 ヲ行 ヒ,前 節 ノ短 ヲ補

ヒ以テ既記結合帶 及 ビ稀釋沈降素價 ノ意義 ヲ追求 セ

ント試 ミタ リ.

尚 ホ本節ニ於 テ被働性感作 ニ使用 セシ抗 牛血清家

兎 血清ハ主 トシテ第1表 ニ示 スガ如 ク著 シク結合帶

ヲ異 ニスル3種 ナ リ.

余ハ之等 ノ免疫血清 ヲ以テ體重 ヲ異 ニスル數頭 ノ

海 〓 ヲ感 作シ24時 間後 ノ當該海〓血清 ニ就テ沈降

反應 ヲ檢 セルニ,從 來行ハ レタル ガ如 ク海〓體液 ヲ

體重 ノ約1/13ト 做 シテ ノ計算(例 之,體 重260gヲ

夜 スル海〓ハ ソノ體液總量 ヲ體重 ノ1/13即チ約20cc

トシテ之 ニ100單 位 ノ抗體 ヲ注入セバ血清 中 ノ抗體

量 ハ血清1.0ce中5單 位 トナル)ヲ 直 チニ適用 シテ

ハ所期 ノ稀釋沈降素價 ヲ得 ル能 ハズ,コ レ抗 體 ノ體

細胞 ヘ ノ固着ハ勿論 又木 村39)氏ノ實驗 セルガ如 ク24

時間中ニ行ハル ル異 物 トシテ ノ抗體 ノ排泄等 モ考慮

セラルベキモノナル ベク,海 〓體 重100gニ 對 シテ,

 10-13單 位 ヲ注射スル トキハ24時 間後 ノ稀釋價沈

降素價 略ボ1:1ヲ 得 ルコ トヲ知 レ リ(例 之,體 重

260gノ 海〓 ニ24時 間後1:5ノ 稀釋 沈降素價 ヲ得 ン

ガ爲 ニハ少 クモ130單 位 ヲ要 スルガ如 シ).

尚ホ本節 ノ實驗ハ總テ潜伏期24時 間後 ニ於 ケル

成績ナ リ.

第1項　 沈降反應ノ結合帶 ヲ異ニスル數種 ノ免疫血清 ヲ以テ感作

セル際 ニ於 ケル再注加抗原量ニ及ボス結合帶ノ影響

余ハ既 ニ前 節第1項 ニ於テ,能 働性免疫 海〓 ノ遊

離子宮 ニ過敏症 ヲ起サ シメ得 ルニ足 ル再注加最少抗

原量 ハ所屬血清ガ稀釋沈降素 價及 ビU氏 沈降原價 ヲ

等 シクスル場合ニハ結 合帶 ニ略ボ正比例 スルガ如キ

ヲ述 ベタリ.今,上 掲 ノ如 ク1:50, 1:1000, 1:10000

ト著 シク結合 帶ヲ異 ニスルA, B, C3種 ノ免疫 血

清 ヲ體重pro. 100g, 80單 位 ヲ以テ感作 ヲ行ヘル,

 a, b, c海 〓 ノ遊離子 宮ニ於 ケル過敏性反 應 ノ成績

ヲ示セバ第3圖 ノ如 シ.

何 レノ海〓 モ稀釋沈降素價1:6ヲ 示 シ 結合帶ハ

各 々原血清 ノ結 合帶 ヲ保有 ス,唯U氏 沈降 原價 ハ原

血清 ニ比 シヤヤ低下 セルヲ觀ル.而 シテ, a海 〓 ニ

於 テハ結 合帶相當量即 チ絶 對抗原量1.0ccニ ヨ リテ

中等度 ノ反應 ヲ示 シ, 1/8相 當量 ニテハ稍 々弱 ク1/32

相當量(絶 對抗 原量0.03125cc)ニ テハ甚 ダ弱 キ反

應 ヲ呈 シ1/64相 當量 ニテハ 既 ニ殆 ド反應 トシテ認

メ得 ズ,又b海 〓 ニ在 リテハ結合帶相當量(絶 對抗

原量0.05cc)ニ ヨ リテ 中等度 ノ反應 ヲ呈 スル ト共 ニ

1/32結 合帶相當量(絶 對抗 原量0.00157cc)マ デハ

微弱 ナル反應 ヲ呈 スルモ1/64相 當量 ニテハ全然反

應 ヲ呈 スルニ至 ラズ,然 ルニ, c海 〓 ニ於テハ ソノ

結合帶相當量ハ絶對抗原量0.005ccニ シテa海 〓 ノ

際ニハ 殆 ド全 ク反 應セザ リシ1/64結 合帶相當量 ニ

モ及 バザル微量 ナルニモ拘 ラズa, b海 〓 ノ結合帶相

當量 ノ際 ニモ劣 ラザル中等度 ノ反應 ヲ呈 シ,シ カモ

遙 ニ之 ヨ リモ微量ナル1/16結 合帶 相 當 量(絶 對量

0.0003cc)ニ 於ケルマデ微弱 ナリト雖 モ反應 ヲ呈 ス

ルヲ知 ル.

以 上ノ成績 ヨリ觀 ル トキハ,能 働性過敏症 ニ際 シ

テ僅 ニ窺知 シ得 タル最少抗原量 ト結 合帶 トノ關係 ハ

一 目瞭然 タルモ ノア リテ,抗 原量 決定 ニ際 シ結合帶

ガ極 メテ重大ナル一因子 ヲナス コトハ何等疑 フノ餘

地 ナク,即 チ,被 働性免疫海〓ニ於テモ遊離子宮 ニ

過敏性反應 ヲ起 サシメ得ル ニ足 ル最少抗原量ハ所屬

血清 ノ示 ス沈降反應 ノ結合帶 ニ略 ボ正比例 スルモ ノ

ナル コトヲ知ルナ リ.

102



遊離海〓子宮過敏症ニ於ケル沈降素ノ意義 347

第3圖　 A, B, C抗 牛 家 兎 血清 ノpro. 100g, 80E.ヲ 以 テ感 作 セル

海〓ニ於クル遊離子宮過敏症 Massstab 1:2

第2項　 被働性免疫海〓ノ遊離子宮過敏症ニ於ケル

再注加抗原量 ト稀釋沈降素價 トノ關係

余ハ又,前 節 第2項 ニ於テ沈降 反應 ノ示ス結 合帯

及 ビU氏 沈降 原價 ヲ等 シクスル場 合,能 働性免疫海

〓 ノ遊離子宮 ニ過敏症 ヲ起サ シメ得 ルニ足ル最少抗

原量ハ略ボ稀釋沈降素價 ニ逆比例 スルモノノ如 シト

述 ベタ リ.コ ノ事實 ハ被働性免疫 海〓 ニ於テモ適合

スルモ ノナルヤ否ヤヲ知 ラ ントシテ,前 述 ノA, C

2種 ノ免疫血清 ニヨル感作量 ヲ次第ニ減 ジツツ各血

清 ノ結合帶相當 抗原量 ニヨ リテ過 敏症ヲ起サ シメ得

ベ キ當 該 海 〓 血 清 ノ最 少 沈 降 素 量(或 ハ最 少 感 作量)

ヲ知 ラ ン ト試 ミタ リ.

先 ヅA血 清 ヲ以 テ 感 作 セルa, b, c海 〓 ニ於 ケル

成 績 ヲ示 セ バ 第4圖 ノ如 シ,コ ノ際a海 〓 ハpro.

 100g, 200位, b海 〓 ハ65單 位, c海 〓 ハ30單 位

ノA血 清 ヲ以 テ24時 間 前 ニ感 作 セ ラ レ タル モ ノ ナ

リ.
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第4圖　 A種 抗牛家兎血清 ノ感作量ヲ種 々増減 セル場合 ニ於ケル

遊離海〓子宮過敏症 Massstab 1:2

a海 〓 ニ於テハ ソノ血清ハ稀釋 沈降素價1:16ヲ

示 シ,結 合帶相當量 ノ抗 原注加 ニヨリテ最 モ著明 ナ

ル攣縮 ヲ起 スハ勿論1/128結 合帶相當量 ニ於テ モ微

弱 ナル反應 ヲ呈 シ1/256結 合帶 相當量 ニテハ既 ニ反

應 セズ,即 チ,本 海〓 ニ於 ケル遊離子宮 ノ過 敏症 ヲ

起 スニ足 ル最少抗原絶 對量 ハ營 養液50ccニ 對 シテ

0.00781ccナ リ.感作抗體量 ヲ次第ニ減 ジテa海 〓 ノ

約1/3,即 チ, pro. 100g, 65單 位 トセル, b海 〓 ニテ

ハ結合 帶及 ビ1/2結 合帶相當量 ニテハ可成 リノ反應

ヲ呈スル モ1/16相 當量(絶 對抗 原量0.0625cc)ニ テ

ハ 極 メテ微弱 ナル反應 ヲ呈 スル ニ過 ギズ1/32相 當

量 ニテハ反應ナ シ.即 チ感作量 ヲ約1/3ニ 減量セル

結果ハ絶對抗原量 ニ於テ約8倍 ヲ要 シコノ際海〓血

清 ノ沈降素量ハ約1/4ト ナ ルヲ知 ル,ニ 感作量 ヲ

減 ジテb海 〓 ノ約1/2,即 チ, 30單 位 トセル, c海 〓

ニ於テハ結合 帶相當量 ノ抗原注加 ニヨ リテモ反應 ト

シテ確認 シ得 ベキ程 ノ収縮 ヲ來ス コトナシ.

次 ニ 第5圖 ニ示 スC血 清 ヲ以テ ノ實驗 ニ就テ觀

ル ニ,ソ ノ體重pro. 100g, 200單 位ヲ以テ感作セル,

 a海 〓 ニ於テハ結合帶相當量 ノ抗 原注加 ニヨリテ極

度 ノ反應 ヲ呈 シ漸次減量 シテ1/128結 合 帶相 當量

(絶對抗原量0.000039cc)ナ ル極 メテ微量 ナル抗 原

ニヨ リテモ僅 カナガラ過敏症 トシテ認 メ得ベキ反應

ヲ呈ス, pro. 100g, 60單 位ヲ感作セル, b海 〓ニテ

ハ微弱ナレ共1/4結 合帶相當量 ノ抗 原ニヨ リ反應 ヲ

示 スモ, pro. 100g, 30單 位 ヲ注射セル, c海 〓 ニ於

テハ結合帶相當量ハ勿論 ソノ4倍 量 ノ抗原ヲ加 フル

モ遂ニ何 等 ノ反應 ヲ呈 セズ.
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以上 ノ結 合帶 ヲ著 シク異 ニスルA, C2種 ノ抗血

清 ノ種々ナル單 位量 ヲ感作 シテ ノ實驗成績 ヨ リ見 ル

トキハ,被働性免疫海〓 ノ遊離 子宮 ニ潜伏期24時 間

後,沈 降反應 ノ示 ス結合帶相當量 ノ抗 原ヲ注加 シヲ

過敏性反應 ヲ起 サ シメ得ルニ足 ル抗體 ノ最少感作量

ハ少クモpro. 100g, 50-60單 位以上 ヲ要 シ,コ ノ際

當該海〓血清ハ稀釋 沈降素價1:4以 上 ヲ示 スヲ要 ス

ルコ トヲ知 ル ト共 ニ,被 働 性免疫 海〓 遊離 子宮 ノ過

敏症 ニ於テ モ同一結合帶 ヲ有 スル抗 血清 ヲ使用スル

トキハ稀釋沈降素 價 ノ低位ナルモ ノ程(換 言 ス レバ,

感作抗體量 ノ少量 ナルモ ノ程)過 敏性反應 ヲ起サ シ

メ得 ルニ足 ル絶對抗原量 ハ多量 ヲ要 スル コトヲ知 ル

モ ノナ リ.

第5圖　 C種 抗牛家兎血清ノ感作量ヲ種々増減セル場合ニ於ケル

遊離海〓子宮過敏症 Massstab 1:2
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尚 ホ第5圖, a海 〓 ニ於 テ注加 抗原量 ヲ結合帶相

當量 ヲ越エテ漸次増量 ヲ試 ミシニ4倍, 8倍 相當量

ニテハ結合帶相當量 ニ於 ケル反應 ト大差 ヲ觀ザ リシ

ニ, 32倍 相當量(絶 對抗原量0.16ccニ シテ コ ノ際 ノ

營養液 ノ濃度ハ牛血清 ノ1:312稀 釋 ニ相 當ス)ニテ,

約20分 ノ後子宮 ノ攣縮 去 リテ 再 ビ運動 ヲ開始 シ ソ

ノ反應型 ハ本海 〓 子 宮 ニテ1/16結 合帶相 當量 抗原

注加 ノ際 ニ於 ケルモ ノニ,ヤ ヤ似 タルノ状 ヲ呈 スル

ヲ觀 タルハ甚 ダ注目ニ價 スル事實 ニシテ,カ ノ抗體

稀釋 沈降反應 ニ於テ,結 合 帶ヲ越エテ著 シク濃厚 ナ

ル抗 原 ノ稀釋度 ニテハ ソノ反應却 ツテ阻止セ ラレテ

結合帶 ノソ レニ及バザルモ ノアル ニ屡々遭遇 スルコ

ト及 ビ本海〓使用 ノC血 清 ガ 第1表 ニ示 スガ如 ク

上記 ノ沈降反應 阻止現 象著明 ナル點 ニ想 到スル トキ

ハ,遊 離臟器 ノ過敏症 ニ於テ モ亦 沈降 反應 ニ觀ルガ

如キ 阻止現象(或 ハ結合帶 現象)ノ 存在 シ得ル コ ト

ヲ思 考 シ得 ルモノナ リ.

第3項　 被働性免疫海〓ノ遊離子宮過敏症 ニ於ケル再注加抗原量 ト

Uhlenhuth氏 沈降原價 トノ關係

第1表 ニ掲 ゲタルA, B, C3種 ノ血清 ニ就テ見 ル

ニU氏 沈降 原 價 ニ大 ナル差 異 ヲ認 ム ル能 ハ ズ,結 合

帶 極 メ テ低 位 ナルA血 清 ハU氏 沈降 原 價1:25,000

ヲ有 シ,結 合 帶1:1000ナ ルB血 清 ト同 價 ニ シテ甚

ダ 高 位 ナ ル 結合 帶 ヲ有 ス ルC血 清 ニ於 テ モ ソノ2倍

即 チ1:50,000ヲ 示 ス ニ過 ギ ズ,之 等3種 ノ血 清 ノ

海 〓 體 重pro. 100g, 80單 位 ヲ以 テ感 作 シ24時 間 後

ニ檢 シ タル,既 述 第3圖 ノ成績 ヲ見 ルニ,コ ノ際a

海 〓 ニテ ハU氏 沈 降 原 價1:1,000,　 b海 〓 ハ1:2500,

 c海 〓 ハ1:10,000ヲ 示 シ各 海 〓 ノ示 スU氏 沈 降

原 價 ノ差 ハ 原血 清 ノ際 ニ比 シ相 當 ノ差 異 ヲ生 ズ ル ヲ

觀 ル モ,之 等 海〓 ノ遊 離 子 宮 ニ過 敏症 ヲ起 サ シメ得

ベ キ最 少 抗 原 ノ絶 對 量 ハa海 〓 ハ0.03125ccニ シ

テb海 〓 ハ0.00157cc(a海 〓 ノ約1/20), c海 〓 ハ

0.0003125cc(a海 〓 ノ1/100, b海 〓 ノ約1/5)ニ シ

テ,ソ ノ著 明ナル差違 ハ到底上記 僅カナルU氏 沈降

原 價 ノ差 異 ヲ以テ シテハ 説明 シ能ハザル所 ナ リ.

從 ツテ彼働性 免疫 海〓 子宮 ノ過敏症 ニ於テモ赤原

免疫血清 ノU氏 沈降 原價 ハ抗 原量決定 ニ對 シテハ,

結 合帶又ハ稀釋沈降素 價ニ觀 ルガ如 ク重 大ナル意義

ヲ有 セザルガ如 ク思 考セラルル モノナ リ.尚 ホ余 ノ

實驗 〓 ニテ感 作海〓 ノ示 スU氏 沈降原價 ガ原抗血清

ニ比 シ著 シク低下 シ,且 ソノ低下率 ガ各血清 ニヨリ

テ ヤヤ異 ルハ,コ レ原抗 血清 ノ反應型(第1表 參照)

ノ然 ラシムルモノニシテB, C抗 血清 ノ如 クPro

zoneヲ 有スルモノニ於テハ或 ル場 合 原 血 清 ノ際 ヨ

リモ却 ツテ高 キU氏 沈降原價 ヲ現 シ得 ルガ如キコ ト

モ在 リ得 ベキ理 ナ リ.

第3節　 本章 ノ總括竝ニ考案

余 ハ本章ニ於テ遊離海〓子宮ノ過敏症 ト沈降反應ニ於ケル結合帶,稀 釋沈降素價及 ビUhlen

huth氏 沈降原價 トノ關係ニツキ被働 性竝 ニ能働性免疫 ノ各別ニソノ成績 ヲ述 ベタリ.

文獻 ニ徴スルニ既述ノ如ク沈降素 ト過敏性抗體 トヲ同一物 ト見做 セル所謂抗體一元論者亦鮮

ナカラズ,而 モソノ多クハ沈降反應ヲ檢スルニU氏 法ノミニ依 レルヲ以テ沈降素ヲ量的ニ測定

スルコ ト難ク從ツテ過敏症實驗ニ際 シテノ再處置抗原量モ甚ダ區々ニシテ,能 働性免疫全身過

敏症 ニ於テ再注射抗原量 ヲ個々ノ海 〓ニヨリテ確定 シ得ズ單ニ從來ノ習 慣ニヨリテ漫然 ト處置

スルニ過 ギズ.然 ルニ過敏症ニ使用セラルル程度 ノ幼若海〓ノ能働性免疫ニ於テハ實際ニハ免
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疫力價多クハ低ク,各 海〓間ニ著 シキ高低ヲ生ズル コト少キヲ以テソノ成績ノ混亂撞着モ看過

セラレ易カリキ,然 レ共被働性免疫過敏症 ニ於テハ,ソ ノ感作血清ノ多クガ屡々塚兎ニヨリテ

得ラルル關係上各血清間ニソノ沈降反應上 ノ著明ナル差異起 リ得ベク從 ツテ當然感作血清ノ異

同又ハ量的差異ニヨリテ能働性過敏症 ニ於ケル ヨリモ甚ダシキ不都合ニ屡々遭遇シ何等カノ疑

問ノ投ゲラルベキ筈 ナルモ多クハ之ヲ看過 シ甚 ダシキハ感作血清量ニ數倍 ノ差 アル海〓間ノ成

績ガ再注射抗原量ニ何等 ノ差異ヲモ認 メザ リシヲ記 シ,或 者ハ海〓體重ノ相違ガ再虚 置ニ要 ス

ル最少抗原量ニ對 シテ影響 スル所ナカリシヲ述ベタリ.唯Weil40)氏 ガ同一免疫血清ヲ使用 シ

テソノ一定量ヲ以テ感作 セル海〓ガ抗原0.05ccノ 再注射ニテ斃 ルル際 ニ抗血清感作量ヲ50%

増加スル トキハ40%少 クテ足 リ,尚ホ進 ンデ33.5%増 ス トキハ最少抗原量ハ10%ニ 減少シ得

ルコ トヲ述ベタルアルモ,コ ノ際他ノ抗血清 トノ比較 ヲ缺ケリ.然 ルニ吾 ガ教室ニ於テ緒方氏

抗體稀釋沈降反應 ノ創案セラルルヤU氏 法ニヨル沈降原價ハ未ダ當該血清 ノ抗體量ヲ示 スニ

足ラズ專ラ結合帶及 ビ稀繹沈降素價ノ差異ニヨリテ免疫血清ノ性質ノ異同ヲ知リ免疫體ノ多寡

ヲ 量的ニ決定スルコトヲ得テ直チニ之ヲ過敏症ニ移 シテソノ再處置抗原量ノ決定ニ多大ノ便ヲ

得ルニ至 リ遂ニ過敏症實驗ニ於ケル抗體,抗 原量ニ關スル暗中模索 ノ時代ハ既 ニ去 リタルノ觀

アルニ至レリ.

1)遊 離海〓子宮過敏症ニ於ケル沈降反應結合帶 ノ意義

沈降反應 ノ結合帶 ヲ異ニスル多クノ海〓 ニ於テソノ遊離子宮ニ過敏症 ヲ起サシメ得ルニ足ル

最少抗原量 ト結合帶 トノ關係ヲ究 メントセル實驗ニ據 レバ,能 働性免疫 ノ場 合ニハ既記ノ如 キ

理由ニ由 リ結合帶ノ著 シキ差異アル海〓ヲ得ルコ ト困難ナリシガ爲 メ未ダ兩者 ノ關係判然タラ

ザルモノアリシモ,被 働姓免疫 ニ於テハ結合帶 ニ甚ダ著明ナル差異アリシヲ以テソノ成績モ亦

一目瞭然タルモノア リキ,即 チ,既 述第3圖a, c海 〓ノ例 ニ觀ル如 ク,最 少抗原絶對量,後 者

ハ前者 ノ1/100ニ 過ギズ,而 モ之ヲ結合帶ヲ基準 トシテ計算 スル トキハ兩者ハ共ニ1/16-1/32

結合 相當量ノ間ニアル點 ヨリシテ之等抗原絶對量ノ差ガ全ク結合帶ニ起因スルモノナルコ ト

ハ何等疑 フノ餘地ナシ,即 チ,遊 離海〓子宮ニ過敏症ヲ起 サシメ得ルニ足ル最少抗原量 ト所屬

血清ノ示ス沈降反應結合帶 トハ略ボ正比例 スルモノナルコトヲ知ルモノナリ.

以上ノ成績 ハ景山29)氏 ガ海〓遊離肺臓ニ於テ又桑名26)氏 ガ海〓遊離腸管 ニ於テ認 メ,又 杉

本41)氏ガ全身過敏症 ニ於テ認 メタル ト略ボ一致スルモノナ リ.

尚ホ本章第2節 第2項 ニ於テ述ベタル第5圖a海 〓 ノ成績 ニ觀ルガ如ク再注加抗原量ヲ結合

帶相當量ヲ超エテ増加スル トキハ或ル種 ノ海〓 遊離子宮ニ於テハ反應却ツテ抑制セラルルガ如

キ觀ヲ呈スルハ恰モ沈降反應ノ阻止現象 ト一致スルモノニシテ,シ カモ本例ノ原血清ガ沈降反

應ニ於テ阻止現象著明ナ リシ點ニ想到 シテ,過 敏症ニ於テモ沈降反應ニ於ケルガ如ク可成 リ判

然タル過敏症抗體ニ對スル好適免疫元量(結 合帶)ヲ 示 スコトアルヲ知ルハ上記ノ沈降反應結

合帶ガ過敏性反應抗原量 ト正比例スル點 卜共ニ抗體一元説ニ賛スル一事例タルべキヲ思考セラ
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ルルモノナ リ.

2)遊 離海〓子宮過敏症 ニ於ケル抗體稀釋沈降素價ノ意義

余ハ能働性免疫遊離子宮過敏捷 ノ實驗ニ於テ第2圖a, c海 〓 ノ例 ヲ擧 ゲテソノ血清ガ沈降

反應ノ結合帶及 ビU氏 沈降原價ヲ等 シクスル兩者 ノ遊離子宮ニ,過 敏症ヲ起 シ得ル最少抗原量

ガ前者ハ1/320後 者ハ1/1280結 合帶相當量ナルガ如 キ差異ヲ觀ルハ,ソ ノ稀釋沈降素價ノ差 ニ

歸スベキモノナルベ シト推論セリ.進 ンデ被働性免疫海〓子宮ヲ用 ヒテ同樣 ナル實驗 ヲ行フニ

及 ビテ敍上ノ推論ハ益々明白 トナ レリ,即 チ,結 合帶ヲ異ニスル抗牛家兎血清ノ感作量ヲ種々

増減 シテ檢 セルニ感作單位ヲ減少 スルニ從 ヒテ遊離子宮 ニ過敏症ヲ起サシメ得ル最少抗原量ハ

何 レノ血清ニ於テモ次第ニ多量ヲ要スルニ至ルヲ觀 タリ,之 ヲ以テ余ハ海〓遊離子宮ニ過敏症

ヲ起サシムルニ足ル最少抗原量ハ能働性竝ニ被働性免疫共ニ結合帶 ヲ等 シクスル トキハ,ソ ノ

沈降素價ニ略ボ逆比例スルコトヲ識 レリ.又,被 働性免疫 ニ於テハ抗血清ノ結合帶如何ニ拘ラ

ズ海〓體重pro. 100g, 30單 位 ノ感作 ニテハ遊離子宮ニ過敏症ヲ起 シ得ズ,少 クモ最少感作抗

體量ハ體重pro. 100g, 60單 位前後,即 チ當該海〓血清ノ示 ス沈降素價ハ1:4以 上ヲ要スルガ

如 シト述ベタ リ.

之等 ノ成績ハWeil40)氏 ガ同一免疫血清ヲ用 ヒテ得タル成績 ニ略ボ一致スルモ同氏ノ場合ニ

於ヲノ感作處置ハ單ニ抗血清ノ量的差異ヲ以テセラレタルモノニシテ抗體量 ノ差ヲ計數的ニ意

識 シツツ行ハ レタルモノニ非ズ,然 ルニ白玖13)氏 ハ當教室ニ於テ海〓 ノ被働性全身過敏症ニテ

過敏症 ノ強度ハ沈降素價 ニ比例スルコ トヲ知 リ,桑名26)氏モ亦遊離海〓腸管過敏症ニ於テ余ノ

成績 ト略ボ同様ナル成績 ヲ發表セリ.

3)遊 離海〓 子宮過敏症 ニ於ケルUhlenhuth氏 沈降原價ノ意義

余ハ既 ニ能働性過敏症 ニ於テ沈降反應ノ示 ス結合帶及 ビ稀釋沈降素價ガ等 シキ場合 ニハ假之

U氏 沈降原價 ヲ異ニスルモソノ遊離子宮ニ過敏症 ヲ起 サシメ得ルニ足ル最少抗原量ニハ殆 ド差

異ヲ認メ得 ズ,又 被働性過敏症 ニ於ヲモ第3圖a, c海 〓間ニ見ルガ如ク同ジク體重pro. 100g,

 80單 位ヲ感作 セル場合 ニ兩者ノU氏 沈降原價 ハ原免疫 血清ニテ1/2,感 作海〓血清 ニテ1/10ヲ

示 セルニ過 ギザルモ最少抗 原絶對量ニ於テ後者ハ僅 ニ前者ノ1/100量 ニテ足 リ,之 等 ノ大差ハ

U氏 沈降原價 ノ相異ヲ以テシテハ説明スルコト困難ニシテ即述 ノ結合帶 ノ差異ニ歸スベキモノ

ナルコ トヲ述 ベタリ,即 チ,能 働性タル ト被働性 タル トヲ問ハズ抗血清 ノU氏 沈降原價ハ遊離

海〓 子宮 ノ過敏症實驗ニ際 シテハ再注加抗原量ノ決定ニ對 シテ何等確實ナル基準ヲ與 ヘ得ザル

モノナリ.同 樣 ナル成績 ハ桑名氏モ亦海〓遊離腸管ニ於テ認 メタル所 ニシテ,コ レ即述 ノ如ク

沈降反應 ニ於テ抗血清ノ免疫價ヲ定ムルニ際 シU氏 沈降原價 ガ殆 ドソノ根據 トナリ得ザル點 ト

相關聯 スルモノニシテ,從 來抗體一元論者 ガU氏 沈降原價ヲ目標 トシテ過敏症 ヲ實驗 セル爲 メ

當然兩者ノ間 ニ起 リ得ベキ成績 ノ齟齬 ニ際 シテソノ説明ニ苦 シミ,遂 ニ反對ニ之等兩反應成績

ノ不一致ヲ以 テ抗體一元説ヲ排 スル一派 ノ論者ノ乘 ズル所 トナリシモノナ リ｡
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第5章 　 遊離海〓子宮過敏症ニ於ケル潜伏期ニ就テ

一般 過 敏 症 ニ於 テ潜 伏 期 ノ必 要ナル コ トハ既 ニ

Riohet1)氏 モ ソノ犬 ニ於 ケル實驗 ニヨ リ抗原 ノ再注

射迄ニハ必 ズ一定 ノ時 日ヲ要 シ3-5日 ノ潜伏期 ニ

ヨ リテハ正常大ニ於 ケル ト何等異ナル コトナキヲ述

ベ, Dale34)氏 モ遊離 海〓子宮 ノ過敏症 ニ於テ能働性

免疫 ノ隙 ニハ少 クモ14日 以上 ノ潜伏期 ヲ要 スル コ

トヲ記載セ リ｡

被働性感作 ニ際 シテ モ亦同様 ニシテ, Weil42)氏 ハ

海〓ニ抗血清 ヲ移植 スル トキハ異種,同 種血清共ニ

必 ズ一定 ノ時間(4-6時 間)後 ニ過敏状態 ヲ起 スニ

至 ルモ ノニシテ コノ潜伏期中 ニ摘出セル被働 感作遊

離子宮筋ハ過敏症 ヲ示 サザル コ トヲ實驗 シ得 タ リト

云 フ.最 近當教室景 山44)氏ハ海〓 ノ被働性全身過敏

症 ニ於テ稀釋沈降素價 ノ高價 ナル免疫 血清 ノ多量 ヲ

以テ感作スル トキハ靜脉 内注射 ニテ5分 間,腹 腔 内

注射 ニヨ リテ5時 間 ノ潜伏期 ヲ以テ過 敏症死 ヲ起 サ

シメ得 タ リ.

而 シテDoerr u. Russ5)氏 等ハ海〓 ニ於ケル被働性

感作 ノ潜伏期 ヲ,感 作状 態ヲ起 スニ與 ル抗體ガ體 細

胞 トソノ特殊ナル關係 ヲ生 ズルニ至 ル迄 ニ要 スル時

間ナ リト説明 シ, von　Fenyvessy u. Freund43)氏 等

ハ海〓 ニ於 ケル被働性感作 ノ潜伏期 ノ状態 ヲ研究 セ

ル結果.最 初 ノ1時 間後 ニハ最少感作量 ノ20%ガ 血

行中 ヨ リ組織 内ニ移行 シ, 4-11時 間後 ニハ40%, 24

時間後 ニハ50%ガ 同樣 ニ移行ス ト言 ヘリ.

第1節　 能 働 性 免 疫 海 〓 ノ 遊 離 子 宮 過 敏 症 ニ 於 ケ ル 潜 伏 期

余ハ數頭 ノ海〓 ヲ牛血清0.5ccノ 腹部皮下注射 ニ

ヨ リ免疫 セル後, 1週 間, 2週 間, 3週 間ノ間隔ヲ

置キテ ソノ遊離子宮 ニ於テ過 敏症發 現 ノ程度 ヲ檢セ

リ.ソ ノ成績 ノ一部 ヲ示 セバ第6圖 ニ觀 ルガ如 シ.

第6圖　 能 働 性免 疫 遊 離 海 〓 子宮 過 敏 症 ト潜 伏 期 トノ關係　 Massstab 1:2
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潜 伏 期1週 間 ノa海 〓 ニ於 テ ハ 血 清 ノ沈 降反 應 ハ

結 合 帶1:50,稀 釋 沈降 素 價1:8ナ ル ニ ソノ結 合 帶

相 當 量 ノ抗 原 注加 ニ ヨ リテ モ何 等 陽 性 反 應 ヲ呈 ス ル

ニ至 ラ ズ,シ カル ニ潜 伏 期2週 間 ノb海 〓 ニ於 テ ハ

結 合帶1:100,稀 釋 沈降 素 價 ハ前 者 ノ2倍(1:16)

ヲ示 スニ過 ギザ ル モ ソ ノ反 應 ハ結 合帶 相 當 量 ハ勿 論

遙 ニ1/1,280結 合 帶 相 當量 ニ於 テ モ陽 性 ナ リ.尚 ホ

潜 伏 期 ヲ3遇 間 置 キ タ ルc海 〓 ニ テ ハ沈 降 素 價b海

〓 ト同 樣 ナ ル ニ拘 ハ ラズ ソ ノ過 敏 症 ヲ起 ス ニ足 ル最

少 抗 原 量 ハ1/5, 120結 合帶 相 當 量 ナ リ,而 シテ コ ノ

c海 〓 ハ 潜 伏 期3週 間 群 中 最 モ陽 性度 高 カ リシ例 ニ

シテ 他 ノモ ノハ2週 間 群 ニ比 シ僅 ニ反 應 強 キ カ 又ハ

同 等 ナ リシ モ ノナ リ.

a海 〓 ノ反 應 セ ザ リシハ ソ ノ沈 降 素 價 ガb, c海 〓

ニ及 バ ザ ル爲 メナ ラ ン カ トノ疑 問 ヲ生 ズ ベキ ヲ思 ヒ

テ潜 伏 期1週 間 ニテ 沈 降 素價1:16以 上 ノモ ノヲ求

メ タル モ遂 ニ得 ル 能 ハザ リキ,然 レ共 單 ニ 沈降 素價

ガ1/2ニ 減少 ス ル爲 メニb及 ビc海 〓 ト ノ間 ニ上記

ノ如 キ反 應 上 ノ大 差 ヲ生 ズ ベ シ トモ思 考 シ難 ク,事

實 潜 伏 期2週 間 ノ際 ニハ 沈 降 素 價1:8ナ ル海〓 ニ シ

テ可 成 リ高 度 ノ反 應 ヲ呈 ス ルモ ノア ル コ トハ 既 ニ第

2圖 ニテ モ示 セ ル ガ如 シ.

以 上 ノ成 績 ヨ リ觀 ル トキハ 能働 性 免疫 海 〓 ノ遊離

子 宮 過 敏 症 ニハ2-3週 間 ノ潜伏 期 ヲ必 要 トス ルガ

如 シ.

第2節　 被働性免疫海〓 ノ遊離子宮過敏症ニ於ケル潜伏期

余 ハ 被 働 性 免 疫 海 〓 ノ遊 離 子宮 過 敏 症 ニ於 ケル 潜

伏 期 卜感 作 抗體 量 竝 ニ再 注 加 抗 原量 トノ關 係 ヲ知 ラ

ン ト シテ既 記B種 抗 牛 血清 家 兎 血清(結 合 帶1:1,000,

稀 釋 沈降 素 價1:512)ヲ 用 ヒ テ初 感 作後 子 宮 剔 出 迄

ノ潜 伏 期 ヲ24時 間, 12時 間, 6時 間等 トシ,感 作 抗

體 量 モ時 々變 ジテ 檢 セル ニ第7圖 ノ如 キ成 績 ヲ得 タ

リ.

a, b, c海 〓 ニテ ハ各 々感 作 抗 體 量 ハ體 重pro . 100g,

 150單 位 ナ リ.

潜伏 期24時 間 ナ ルa海 〓 ニテ ハ ソ ノ血 清 ノ沈 降

素 價 ハ1:16(±)ヲ 示 シ最少 抗 原量 ハ1/128結 合 帶

相 當 量 ナル ニ,潜 伏期12時 間 ノb海 〓 ハ沈 降 素 價

1:16ヲ 有 ス ルモ 最少 抗 原量 ハ 前 者 ヨ リヤ ヤ大量 ナ

ル1/8結 合 帶相 當量 ヲ要 シ,潜 伏 期6時 間 ナ ルc海

〓 ニ於 テ ハ沈 降 素 價1:16(〓)ナ ルニ モ拘 ラズ 結 合

帶 相當 量 ノ抗 原 注加 ニ ヨ リテ モ殆 ド全 ク何 等 ノ反 應

ヲ モ呈 ス ル ニ至 ラズ.然 ル ニd海 〓 ニテ ハ 同 様6時

間 ノ潜 伏 期 ナ ル モ ソ ノ感 作 抗 體 量 ヲc海 〓 ノ約3倍

即 チ, pro. 100g, 500單 位 トセ シ爲 メ血 清 ノ沈 降素

價 ハ1:64ヲ 示 スニ至 リ微 弱 ナ レ共1/32結 合 帶 相 當

量 マ デ反 應 スル ヲ觀 々 リ.コ ノ際 沈 降 素 價 ハ24時 間

潜 伏 期 ノa海 〓 ニ比 シ4倍 ヲ示 ス ニ モ拘 ラ ズ最少 抗

原 量 ハ 遙 ニ多 量 ヲ要 スル コ トヲ知 レ リ.

以 上 ノ成 績 ヨ リシテ 被働 性 免疫 海 〓 ノ遊 離 子 宮過

敏 症 ニ於 テ ハ初 感 作 抗 體量 ヲ等 シ ク スル トキハ 潜伏

期 ノ短 時 間 ナ ルモ ノ程多 量 ナ ル 再 注 加 抗 原 量 ヲ要

シ遂 ニ或 ル短 キ潜伏 期 ニ ヨ リテ ハ 反 應 シ得 ザ ル ニ至

ル,然 レ共 コ ノ際感 作 抗 體 量 ヲ増加 スル トキハ同 一

短 時 間 ノ潜 伏 期 ニ ヨ リテ モ亦 反 應 シ得 ル モ ノナ リ.

依 之 觀 ル トキ ハ被 働 性 免 疫 海 〓 ノ遊 離 子 宮過 敏症 ニ

ア リテ ハ,潜 伏 期間 ハ絶 對 的 ノモ ノニ非 ズ シテ感 作

抗 體 量 ノ多寡 ニヨ リテ 漸 次短 縮 シ得 ルモ ノナ ル コ ト

ヲ推 知 シ得 ル 卜共 ニ,同 一 沈 降素 價 ヲ示 ス海〓 間 ニ

ア リテ ハ 潜伏 期 ノ短 時 間 ナ ル モ ノ程 同 一反 應 ヲ起 サ

シム ル 爲 メニ ハ多量 ナ ル抗 原量 ヲ要 スル コ トヲ知 レ

リ.
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第7圖　 B種 抗牛家兎血清感作海〓 ノ遊離子宮過敏症ニ於ケル

潜伏期 ト感作抗體量 トノ關係M
assstab 1:2

第6章　 卵巣製劑竝ニ神脛毒ノ被働性免疫海〓

遊離子宮 過敏症ニ及ボス影響

第1節　 卵巣製劑「シス トメンジン」「アゴメンジン」ノ影響

雌性生殖腺 トシテ ノ卵巣 ハ卵 ノ排出 ヲ重要 目的 ト

スル ト共 ニ殊 ニ幼時 ニ於テハ主 トシヲ ソノ性徴 ノ發

育 ニ關與 スルガ爲 メニ性 徴ヲ最 モ具 體的ニ發 現スル

子宮 ノ發育 ニ對 シテ重大 ナル關係 ヲ有 スルコ トハ 勿

論 ニシテ卵巣諸成分 ノ生體 内注入 ガ子宮 ノ形態的又

ハ機能的發育 ニ對 シチ大 ナル影響 ヲ與 フルモ ノナ ル
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コ トモ亦實驗的,臨 牀的ニ屡々研究 セラレテ已 ニ周

知 ノ事實 ニ屬 ス.

余ハ既 ニ述 ベ タル遊離海〓子宮過敏症 ニ關 スル諸

種 ノ實驗 ニ際 シテ屡 々妊娠又ハ發情期 ニアル海〓子

宮 ニ遭遇 シ時 ニ ソノ運 動 ノ甚ダ不規則 ナル爲 メ實驗

困難ヲ感 ジソノ間 ニ一定 ノ成績 ヲ求 メ得 ズ シテ終 レ

ルヲ以テ,コ ノ際引キ〓 キ實驗的 ニ卵巣製劑 トシテ

「シス トメ ンジ ン」,「ア ゴメ ンジン」ヲ選 ビ,之 ヲ前

以 テ數 囘注射 シテ一定 ノ期間 ヲ經 タル後 ソノ海〓 ノ

遊離子 宮ニヨ リテ過敏症 ヲ實驗 シ正常海〓 ニ於ケル

モ ノトソノ成績 ヲ比較 セ ントセ リ.

「シス トメ ンジン」ハ純精卵巣「ホルモン」ノ油性溶

液 ニシテ, Faust61) 62), Uhlmann63),　Sohubel64)氏 等 ノ

動物試驗 ニヨレバ第1期 及ビ第3期 性徴タル子宮,

喇叭管,腟,陰 部等 ノ發育 ヲ促進スル作用 ヲ有 ス ト

稱 セラル.又,「 アゴメ ンジン」ハ「リボ イ ド」ヲ含マ

ザ ル卵巣有效物質 ノ水性浸出液 ニ シテUhlmann63)

氏 ニヨ レバ,雌 性生殖器 ノ充血及 ビ子宮粘膜 ノ腫脹

ヲ來 シ,滑平筋臓器 ニ興奮作用 ヲ呈 シコノ作用 ハ「ア

トロピ ン」ニ ヨリテ反射 ノ意味 ニ於テ影響 セラル ト

云 フ.

生殖腺製劑ガ一般過敏症 ニ及 ボス影響 ニ就テハ本

村54)氏ハ海 〓 ニ於 テ卵巣製劑 タル「オオホル ミン」ヲ

體重pro. 100g, 0.7cc腹 腔 内ニ注射 シ種 々 ノ間隔ヲ

置 キテ發症注射 ヲ行 ヒ タル結果「オオホル ミン」ニ過

敏症 ヲ増惡 セ シムル作用 アル ヲ認 メ同時 ニ睾丸製劑

タル「スペルマチチ ン」モ亦同樣ナル増惡作用 ヲ有ス

ト述 ベタ リ.

余 ハ海〓 ヲ2群 ニ分チテ「 シス トメ ンジン」或ハ

「アゴメ ンジ ン」ノpro. 100g, 0.2ccヲ3日 目毎 ニ5

囘腹 部皮下 ニ注射 シ,最後 ノ注射 ヨ リ4-5日 目ニ抗

牛 血清家兎血清(沈 降反應 ニヨル結 合帶1:500,稀

釋 沈降素價1:800, U氏 沈降原價1:25,000)ノpro.

 100g, 200單 位 ヲ感 作 シ24時 間後 ノ遊離子宮 ニツキ

テ過 敏性 反應ヲ檢 シ正常海〓 ニ於 ケル モノ トノ間 ニ

何等 カノ差異 アルニ非ザル カヲ檢セ リ.之 等 ノ卵巣

製劑 ノ前處置 ヲ了セル海〓 ニ於テハ屡々,殊 ニ「シス

トメ ンジン」群 ニ於テ ヨ リ多 ク子宮 ノ肥大充 血ヲ來

シ,ソ ノ運動 ヲ開始スルモ甚 ダ不規則 ナルモノア リ

テ時 ニ實驗 ヲ放棄セル例ア リ.

今比較的規 則正 シキ運 動ヲ營 ミ全子宮片 ノ試驗 ヲ

了シ得 タルモ ノノ内各群2例 宛 ヲ學 グ レバ第8圖 ニ

示 スガ如 シ.

「シス トメ ンジン」群 タルa海 〓 ニテハ, 1/128結 合

帶相當量 ノ抗原マデ輕度ノ過敏性反應ヲ呈シ1/256

結合帶相當量ニテハ極メテ僅ナル子宮筋ノ緊張ヲ見

ル ノミナ リ, b海 〓 ニテハ1/256結 合帶相當量 ニテ

ハ輕度 ノ反應 ヲ示 シ1/512結 合帶相當量 ニ於テモ尚

ホ僅微ナル反應樣緊張 ヲ認メ得 タ リ.

「アゴメン ジン」群 タルc海 〓 ニテハ1/128結 合 帶

相當量迄ハ輕度 ノ反應 ヲ見 ルモ1/256結 合帶相當量

ニテハ全 ク反應 セズ, d海 〓 ハ1/256結 合帶相當量

ニヨリテ尚ホ僅少ナル子宮片ノ緊張ヲ示スモ1/512

結合 相當量 ニテハ全然反應ヲ認メ得ズ.而 シテ之

等卵巣製劑ノ前處置ヲ缺ク數頭 ノ海〓ニ於ケル對照

試驗ニヨレバ多クハ1/128結 合帶相當量マデ輕度ノ

反應ヲ呈シ1/256結合帶相當量ニヨリテハ極メテ輕

微ナルカ或ハ全ク反應セザリキ.

尚ホ,感 作又ハ平常海〓ノ遊離子宮ニ水溶液タル

「アゴメンジン」ノミヲ注加セルニ營養液50ccニ 對

シ 0.0156ccマ デハ過 敏症樣 子宮攣縮 ヲ示 スヲ認メ

得 タ リ.

以 上 ノ成績 ヲ通 覧 スル ニ卵巣製劑 タル「 シス トメ

ンジン」,「ア ゴメンジン」ヲ約2週 間 ニ亙 リ注射セ

ル海 〓 ニ於 テ被働性免疫遊離 子宮 ノ過 敏症ヲ檢スル

ニ,之 等 ノ製劑殊 ニ「シス トメ ンジ ン」ノ注射ハ屡々

子宮 ノ増 大充血 ヲ來 シ子 宮 ノ不規則ナル運動 ヲ誘起

スル爲メ過敏症 ノ實驗 ハ却 ツテ稍 々困難 ヲ感 ズルモ

過 敏症 ヲ起 サ シメ得ル最少抗 原量ハ前處置竝 ニ正常

海 〓間ニ大差 ヲ認 メ得 ズ,唯 々專 ラ卵 巣「ホルモ ン」
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第8圖　 「シ ス ト メ ン ジ ン」,「 ア ゴ メ ン ジ ン」 ノ前 處 置 ガ

遊離海〓子宮過敏症ニ及ボス影響
Mussstab 1:2
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ヲ含有 ス ト稱 セラルル「シス トメンジン」群 ニ於テ僅

ニ對照群 ヨリモ反應度強 キガ如 キ感 アル ノ ミ.尚 ホ,

水溶液 タル「アゴメ ンジン」ノ注加 ハ感作竝 ニ正常海

〓 ノ遊離 子宮ニ可成 リ強 キ攣縮 ヲ誘起 シ,ソ ノ作用

ハ感作海〓子宮 ニ於テ先 ヅ少量 ノ抗原注加 ニヨ リ中

等度 ノ過 敏性反應 ヲ起サ シメタル後注加前 ノ規則正

シキ運動 ニ恢復 セル子宮 ニ於テ モ殆 ド同様 ニ現ルル

ヲ觀 タリ,コ ノ最後 ノ成績ハUhlmann63)氏 ガ「アゴ

メンジン」ハ滑平筋 ニ興奮的 ニ作用 スト述 ベタル ニ

一致スルモ ノナ リ.

第2節　 1-2神 經毒 ノ影響

過敏症 ノ本 態竝ニ豫防機轉 ノ攻究 ニ際 シ行ハレ タ

ル諸種神經 毒 ノ實驗的全身過敏症 ニ及ボス影響ニ關

スル先進 ノ業績 ハ甚 ダ多 シ,然 レ共 ソノ遊離 臓器 ノ

過敏症 ニ關 スル モノハ未 ダ寥 々 タル モノア リ.

余ハ實驗 ノ都合上,單 ニ鹽化「ア ドレナ リン」及 ビ

鹽酸「ピロカルピ ン」ガ被働 性免疫海 〓遊離 子宮 ノ過

敏症 ニ及 ボス影響 ノ如 何 ヲ檢 スルニ止 メタ リ.過 敏

性子宮攣縮 ノ本態 ガ子宮筋 自己 ニ存 スルヤ將又 ソノ

支配神經 ノ作用 ニ因スルヤニ關 シテハ諸説 ア リテ歸

一セザルヲ以テ,ソ ノ他 ノ重要神經毒 ノ作用 ト共 ニ

後 日機 ヲ得テ研究報告 スル所 アル ペシ.

第1項　 鹽 化「ア ドレナ リン」

「ア ド レナ リン」ハ交 感神 經 末 端 刺 戟 ノ作 用 ヲ有 ス

ル藥 物 ニ シテ,ソ ノ全 身過 敏症 ニ對 ス ル作用 ハ1913

年Galambos45)氏 ガ「ア ドレナ リ ン」ハ交 感神 經 ヲ刺

戟 シ氣 管 支 痙 攣 ニ緩解 的 ニ 作用 ス ル ヲ以 テ ソ ノ靜 脉

内 注 射 ハ過 敏 症 ヲ防 止 ス ル作 用 ア リ ト唱 ヘ タル ヲ始

メ トシテ,氣 管 支痙 攣 ノ外,血 壓 下降,補 體 價及 ビ

血 糖 量 ノ變 動 等 ニ就 テ 實 驗 セ ルBayer u. Lowit46),

鹽 谷47),石 田48),加 藤49),信 田50),杉 本41)氏 等 ハ何

レモ 大 體 ニ於 テ コ ノ事 實 ヲ認 メ, Biedl u. Kraus52),

平 田53),本 村53)氏 等 ハ 同 上 防 止 作 用 ノ不 充分 ナ ル カ

又 ハ 殆 ド影 響 セザ ル ヲ述 ベ, Levy-Solal & Tzank51)

氏 等 ハ全 然 防 止 作 用 ナ シ ト稱 セ リ.

「ア ドレナ リ ン」ノ諸 種 動 物 正 常 子 宮 ニ及 ボ ス作 用

ニ關 シテ モ諸 家 ノ成 績 ハ 必 ズ シモ一 致 セ ズ催 進 及 ビ

テ交感神經 ノ催 進 及 ビ抑 制 兩纎 維 ガ量的 ニ又ハ機

能的 ニ差異 ヲ生 ズルコ トアル ニ起因 スルモノナルベ

シ.

海〓 ノ摘田子 宮ニ對 スル「ア ドレナ リン」ノ作用ニ

就 テハOkamoto55)氏 ハ 不妊 子宮 ハ抑 制 後 催進 ヲ,妊

娠 子 宮 ハ初 メ ヨ リ催 進 又ハ 抑 制 作 用 ヲ呈 ス ト云 フニ

反 シ, Alder56), Sugimoto7), Gunn u. Gunu58)及 ビ

梅 田59)氏 等 ハ專 ラ抑 制 作 用 ノ ミヲ認 メ タ リ.

余 ハ 數 頭 ノ海 〓 ヲ既 記B種 血 清 ノ體 重pro. 100g,

 200單 位 ヲ以テ 感 作 シ24時 間 後1000倍 鹽 化「 ア ド

レナ リ ン」 溶液 ヲ種 々 ノ濃 度 ニ稀釋 セ ルモ ノ ヲ營 養

液49ccニ 對 シ1.0cc宛 注 加 スル ノ方 法 ニ ヨ リテ 之

ガ遊離 海 〓 子 宮過 敏 症 ニ及 ボ ス影響 ヲ檢 セ リ.之 等

ノ海 〓 ハ 例外 ナ ク各 所 屬 血 清 ハ 沈降 反 應 ニ於 テ結 合

帶1:1000,稀 釋 沈降 素 價1:16ヲ 示 セ リ.

A)先 ヅ第1群 ニ於 テ ハ遊 離 子 宮 ニ結 合 帶相 當 量

ノ抗 原 ヲ注 加 ス ル トキ ハ,ソ ノ反 應極 度 ニ達 シ數 十

分 ヲ過 グ ルモ遂 ニ再 ビ運 動 ヲ開 始 ス ル コ トナキ ヲ確

メ タル後,他 ノ數 箇 ノ子 宮 片 ニ於 テ 種 々濃 度 ノ「 ア

ドレ ナ リ ン」溶液 ヲ注加 シテ2-5分 間 ヲ經 テ 之 ニ對

照 子 宮 片 卜同 樣 ニ結 合 帶 相 當 量 ノ抗 原 ヲ注 加 シ「 ア

ドレナ リ ン」 ノ過 敏 症 發 症 前注 加 ガ發 症 ニ如 何 ナ ル

影 響 ヲ及 ボ ス カ ヲ知 ラ ン トセ リ.ソ ノ1例 ハ第9圖

a海 〓 ニ示 スガ如 シ.
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第9圖 　 「アドレナリン」ガ遊離海〓子宮 ノ過敏症 ニ及ボス影響
Massstab 1:2

1000倍 「ア ドレナ リン」0.125cc注 加(營 養槽

「ア ドレナ リン」濃度, 1:400,000)ニ ヨ リテ感作海〓

子宮 ノ運動 ハ殆 ド抑 制セラル,次 ニ結合帶相當量 ノ

抗原ヲ注加 スル トキハ再 ビ運動 ヲ開 始スルモ對照子

宮片 ニ觀ルガ如 キ過 敏症 ニ特有 ナル子宮 ノ攣縮 ハ觀

ルコ トヲ得ズ,即 チ,過 敏性反 應ハ全 ク抑制セ ラレ

テ陰性 トナル,次 イデ 「ア ドレナ リン」 ノ分量 ヲ次

第 ニ減ズル トキハ子宮運動 ノ抑制 ハ次第 ニ輕度 トナ

リ同時ニ結合帶相當量 ノ抗 原注加 ニヨ リテ極 メテ輕

微ナル過敏性反應ヲ現ス ニ至 リ1000倍 「アドレナ

リン」0.0039cc注 加(營 養槽 「ア ドレナ リン」濃度

1:12,800,000)ニ ヨ リテハ子宮 ノ運動ハ殆 ド抑制 セ

ラレズ從 ツテ續 イテ注 加 スル結合帶相當 量 ノ抗原 ニ

ヨ リテ中等度 ノ過敏 性攣縮 ヲ起 シ, 1000倍 「ア ドレ

ナ リン」0.0018-0.000976cc注 加(營 養槽 「アド レナ

リン」濃度1:25,600,000乃 至1:51,200,000)ニ 於テ

ハ全 ク「ア ドレナ リン」ハ過敏症抑制 作用ヲ示 サザル

ヲ知 レリ.

B)次 イデ第2群ニ於テハ前者ト同樣ニ結合帶相

當量抗原ノ注加ガ強度ノ過敏性攣縮ヲ起スコトヲ確

メタル後,殘 リノ子宮片 ニ於テ結合帶相當量抗 原ヲ

注加 シ子宮 ノ過敏性攣縮ガ極 度ニ達 セル時 ニ種々分

量 ノ「ア ドレナ リン」ヲ注加 シテ過 敏症發症後 ノ子宮

ニ如何 ナル影響 ヲ與 フルカヲ知 ラ ントセ リ.ソ ノ1

例ハ第9圖b海 〓 ニ示スガ如 シ.

1000倍 「ア ドレナ リン」0.125cc以 上 ノ注加(營

養槽 「ア ドレナ リン」濃度1:400,000以 上)ニ ヨリ

テハ極度 ニ攣縮セル子宮片ハ直 チニ弛緩 シテ略ボ注

加前 ノ緊張度 ニ達 シ間 モナク注加前 ト同樣 ナル運動

ヲ開始 ス.「ア ドレナ リン」ノ分 量 ヲ次第ニ減 ズル ト

キハ攣縮 ノ抑 制セラルルコ トモ緩徐 トナ リ 「ア ドレ

ナ リン」注加 ト同時 ニ再 ビ運 動 ヲ開始 シツツ漸次抗

原注加前 ノ緊張ニ復 ズ.注 加 「アドレナ リン」量 ヲ

0.00195cc(營 養槽「ア ドレナ リン」濃度1:25,600,000)

ト スル トキハ 攣縮僅 ニ緩解 スルモ遂 ニ再 ビ自動運動

ヲ開姶 スルニ至 ラズ對照例 ニ觀 ル 卜殆 ド同 様ナル攣

縮状態 ヲ持 續 ス.

余ハ以上述ベタルA), B)2様 ノ實驗ニヨリテ「ア
ドレナリン」ハ被働性免疫海〓遊離子宮ノ過敏症ヲ

抑制スルノ作用ヲ有シ,ソ ノ抑制作用ハ過敏性攣縮
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發症前或 ハ發症後何 レノ時期 ニ之 ガ注加 ヲ行 フモ著 明ニ現 ルルモノナル コトヲ知 レリ.

第2項　 鹽 酸 「ピロ カル ピン」

「ピ ロ カル ピ ン」ノ一 般 過 敏 症 ニ對 スル 作 用 ニ關 シ

テ ハLevy-Solal et. Tzank51)氏 等 ハ「ヂ フテ リー」血

清 ヲ以 テ 感 作 セル6例 ノ海 〓 ニ感 作後15日 ヲ經 テ

體 重500gニ 付 キ1ccノ 「ピ ロ カ ル ピ ン」溶 液 ヲ 抗原

注射 ト同 時 ニ又 ハ數 分 前 ニ皮 下注 射 セ ル ニ6例 共 ニ

過 敏 症 ヲ惹 起 スル コ トナ ク健 康 ヲ持 續 セ ル ヲ認 メ,

「ピ ロ カル ピ ン」ニ過 敏症 阻 止 作 用 ア ル コ ト確 實 ナ リ

ト云 ヘ リ.次 イ デ 本 村54)氏 モ同 氏 等 ノ實 驗 ヲ追 試 シ

テ 同 様 ニ「ピ ロ カル ピ ン」ニハ 過 敏 症 防 止或 ハ減 弱 作

用 ア ル コ トヲ證 明 セ リ ト云 フ.

然 ル ニ「ピ ロカ ル ピ ン」ハ 周 知 ノ如 ク副 交 感 神經 ノ

末 端 ヲ直接 ニ興 奮 セ シメ滑 平 筋臓 器 ニ對 シテ 多 クハ

運 動催 進 的 ニ作 用 スルモ ノ ニ シテ,從 ツテ 諸 種 動 物

正 常子 宮 ニ對 ス ル「ピ ロ カ ル ピ ン」ノ作 用 ニ關 スル 諸

家 ノ報 告 ノ多 ク ハ,動 物 ノ種 類 又ハ 生 理 的 状 態 ノ如

何 ヲ問 ハ ズ子 宮 ニ對 シテ モ運 動催 進 作用 ヲ呈 ス ル コ

トヲ記 載 ス.

海 〓 摘 出 子 宮 ニ對 ス ル本 藥 物 ノ作 用 ハSugimoto57),

梅田59.兩氏共ニ之 ガ收縮作用 ヲ呈 スル事 ヲ證明セ リ.

余ハ沈降反應 ニ於ケ ル結合帯1:500,稀 釋沈降素

價1:800, U氏 沈降 原價1:25,000ナ ル抗牛血清家兎

血清 ヲ以 テ數 頭 ノ海 〓 ヲ體 重pro. 100g, 200單 位 宛

感作 シ24時 間後(コ ノ際 各海 〓血清ハ沈降反應 ニ於

テ結合帶ハ原血清 ト同 ジク1:500,沈 降素價 ハ1:16

ヲ示 セ リ)ソ ノ遊離子宮 ニ於テ過 敏症ニ及 ボス 「ピ

ロカルピ ン」 ノ影響 ヲ知 ラ ント試 ミタリ.

A)第1群 ニ於テハ1/20結 合帶相當量 ノ抗原注

加ガ乏等海〓ノ遊離子宮ニ中等度ノ過敏性攣縮ヲ起

サシ メ遲 クモ15分 前後ニ シテ再 ビ自働運動ヲ恢復

シ次第 ニ抗原注加前 ノ緊強度 ニ復 スルノ事實ヲ確 メ

タル後,殘 餘 ノ子宮片 ニ於テ同 ジク1/20結 合帶相當

量 ノ抗 原 ト種 々濃度 ニ稀釋 セル「ピロカルピ ン」溶液

トヲ同時 ニ注加 シテ,前 記 ノ對照子宮片 トノ攣縮度

ノ差 ニヨ リテ「ピロカルピ ン」ノ被働性免疫海〓遊離

子宮過 敏症 ニ及 ボス作用 ヲ知 ラ ントセ リ.ソ ノ1例

ヲ示セバ第10圖a海 〓 ニ觀 ルガ如 シ.

第10圖 　 「ピロカルピン」ガ遊離海〓子宮 ノ過敏症ニ及ボス彰響
Mussstab 1:2
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抗 原0.005cc(1/20結 合 帶 相當 量)ノ ミ ノ注 加 ニ ヨ

リテ ハ 僅 ニ中 等 度 ノ過 敏性 攣 縮 ヲ來 シ十 數分 ヲ出 デ

ズ シテ 注加 前 ノ緊 張 竝 ニ運 動 ヲ恢 復 スル ニ,同 量 ノ

抗 原 ト同時 ニ「ピ ロ カル ピ ン」0.0005gヲ 注 加 ス ル ト

キハ(コ ノ際 營 養槽 「ピ ロ カ ル ピ ン」濃 度1:100,000),

子 宮 ノ攣縮 ハ忽 チ極 度 ニ達 シ數 十分 ヲ過 グ ル モ遂 ニ

恢 復 セズ,「ピ ロ カル ピ ン」量 ヲ1/10ニ 減 ジ タル 場合

(營 養槽「ピ ロカ ル ピ ン」濃 度1:1,000,000)ニ モ亦 略

ポ前 者 ト同様 ナ ル反 應 ヲ呈 ス ル モ「ピ ロカ ル ピ ン」ヲ

0.000005g(營 養 槽 ピカ ル ピ ン」濃 度1:10,000,000)

トスル トキハ 最早 上記 ノ如 キ強 度 ノ攣 縮 ヲ起 ス コ ト

ナ ク ソ ノ反 應 度 ハ對 照 子中 片 ノ反 應 ト殆 ド同 程 度 ナ

リ.之 ニ據 ツテ 見 ル トキ ハ「ピ ロカ ル ピ ン」ハ 可 成 リ

稀薄ナル濃度 ニヨ リテモ被働 性免疫海 〓遊離子宮 ノ

過敏症ヲ催進スル作用 ヲ有 スル コトヲ知ル.

B)第2群 ニ於テハ先ヅ結 合帶相當量 ノ抗 原注

加 ニヨリテ極度 ノ過敏性攣縮 ヲ起 スコ トヲ確 メ タル

後,殘 リノ子宮片 ニ於ヲ コノ極 度 ノ反應子宮ニ對ス

ル「ピロカルピン」ノ注加 ガ如何 ナル作用ヲ及 ボスカ

ヲ知 ラントシテ種々濃度 ノ「ピロカルピ ン」ヲ注加 セ

リ.ソ ノ1例 ヲ示セバ第10圖b海 〓 ニ觀 ルガ如 シ.

結合帶相當 量抗原(0.1cc)ヲ 注加 シテ 過 敏 性 攣

縮ヲ起 セル海 〓 子 宮 ニ數分 ヲ經テ 「ピ ロカルピ ン」

0.005g(營 養槽 「ピ ロカル ピ ン」濃度1:10.000)ヲ

注加セ ルニ子宮 ノ緊張 ハ一層高 マ リシカモ殆 ド運動

ヲ停止 セ シモノガ再 ビ可成 リ規則 正シキ自働運動 ヲ

始ムルヲ觀 タリ.「ピロカルピ ン」量 ヲ次第 ニ減 ジテ

0.00005g(營 養槽「ピロカルピ ン」濃度1:1,000,000)

トスル トキハ ソノ注加 ニヨ リテ緊張及 ビ運動 ニ全 ク

變 化 ヲ來 サズ シテ極度 ノ過 敏性攣縮 ノ状態 ヲ持續 シ

抗原 ノミノ注加例 ト殆 ド差異 ヲ認 メ得ザ ルニ至 ル.

次 ニ「ピロカルピ ン」ノ量 ヲ著 シク増加 シテ0.2g(營

養槽「ピロカルピ ン」濃度1:250)ト セルニ注加 ト同

時 ニ子宮 ノ緊張 ヲ減 ジ不規 則ナル運 動 ヲ開 始スルモ

緊張ハ抗原注加前 ヨリハ著 シク高 位ニア リテ遂 ニ注

加前 ノ緊張度 ニ低下スル コトナシ.

以上 ノ成績 ヨ リ觀 ル トキハ結合帶相當量 ノ抗原注

加 ニヨ リテ極度 ノ攣縮ヲ起 セル遊離子宮片 ニ對 スル

「ピロカルピ ン」ノ作用ハ ソノ少量,中 等量 ニヨ リテ

ハ子宮筋 ノ緊 張ヲ一層高 メ同時 ニ自働運動 ヲ催進 ス

ルモ,ソ ノ大 量 ノ注加 ニヨ リテハ却 ツテ多少緊張 ヲ

低下 セシムル ノ作 用アルコ トヲ知 レリ.

第3節　 本 章 ノ 總 括

余ハ被働性免疫海〓 遊離子宮 ノ過敏症 ニ對スル 「アドレナリン」,「ピロカル ピン」,「アゴメ

ンジン」,「シス トメンジ ン」ノ影響ニ就テ檢 シ敍上ノ成績 ヲ得タ リ,今 之ヲ總括スルニ,

交感神經毒タル「ア ドレナリン」ハ發症前 ト發症後 トノ如何ニ關セズ常ニ抑制的ニ作用 シ,海

〓 ノ遊離子宮ニ於テモ過敏症阻止或ハ緩解 ノ作用アルコ トヲ知 ル,コ ノ成績ハGalambosヲ 始

メ既記ノ諸先輩 ガ全身過敏症又ハ過敏症 ニ伴フ諸症状 ニ於テ「ア ドレナリン」ガ阻止又ハ減弱ノ

作用 アリト記載 スル成績ニ略ボ一致スルモノナリ.之 ニ反 シテ副交感神經毒 タル 「ピロカルピ

ン」ハソノ少量及 ビ中等量ニ於テハ遊離海〓子宮 ノ過敏性攣縮 ニ際 シテ催進的ニ作用 シソノ緊

張ヲ高メ自働運動ヲ亢進 セシムルモ,ソ ノ大量ハ却ツテ多少ノ抑制作用 ヲ示 ス,コ ノ成績ハ村

上60)氏ガ人類子宮條片 ニ於テ「ピロカルピン」ノ少量乃至中等量ハ常ニ興奮的ニ作用 スルモソノ

大量ハ却 ツテ抑制作用 ヲ現 スト述ベタル成績 ト相似タル關係 ニアリ.

試驗前約2遇 間ニ亙 リ卵巣製劑 タル「シス トメンジン」,「アゴメンジン」ヲ皮下注射 セル海〓
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ノ遊離子宮 ヲ以テ被働性免疫遊離海〓子宮 ノ過敏症ヲ檢 スルニ,卵 巣「ホルモ ン」ヲ含有スト稱

セラルル 「シス トメ ンジン」前處置海〓 ニ於テ極ク僅ニ最少抗原量ヲ節約 シ得ルガ如キモ,大

體 ニ於 テ之等卵巣製劑 ノ前處置ハ海〓遊離子宮 ノ過敏症 ニハ重大ナル影響 ヲ有 セザルモ ノノ如

シ.

第7章　 結 論

沈降反應ニルケル緒方氏抗體稀釋法ノ實施 ハ免疫血清 ノ特 性ヲ識 リ得ル ト共ニ沈降素ノ量的

檢出ヲ容易ナラシムルニ至 レリ.余 ハ同法 ノ示 ス結合帶及 ビ稀釋沈降素價 ガ遊離海〓子宮ノ過

敏症ニ於 テ如何ナル意義テ有スルカヲ知 ラントシテ敍上ノ實驗ヲ行 ヒ,併 セテ同上過敏症ニ及

ボス2-3藥 物ノ影響ヲ檢セリ.

今,既 述ノ實驗成績 ヨリ之 ヲ結論スレバ次 ノ如シ.

結 論

1)能 働性竝ニ被働性免疫海〓 ニ於テ所屬血清ガ稀釋沈降素價ヲ等 シクスル トキハソノ遊離

子宮ニ過敏症ヲ起サシメ得ルニ足ル最少抗原量ハ沈降反應ノ示 ス結合帶ニ略ボ正比例 ス.

2)能 働性竝ニ被働性免疫海〓 ニ於 テ所屬血清 ガ沈降反應 ノ示 ス結合帶テ等 シクスル トキ ハ

ソノ遊離子宮 ニ過敏症テ起サシメ得ルニ足ル最少抗原量ハ稀釋沈降素價ニ略ボ逆比例ス.

3)能 働性竝ニ被働性免疫海〓 ニ於 テ所屬血清ガ示 スUhlenhuth氏 沈降原價 ノ相異ハソノ

遊離子宮ニ過敏症ヲ起サシメ得ルニ足 ル最少抗原量ノ決定ニ對 シテ特別ナル意義 ヲ有セザルモ

ノノ如 シ.

4)遊 離海〓 子宮過敏症 ニ於ケル潜伏期間ハ能働性免疫ニテハ2-3週 間ヲ最適當 トシ被働

性免疫ニ際 シテハ抗體稀釋法ニヨル沈降素價ヲ目標 トシテ行ハルル感作抗體量ノ多寡 ニヨリテ

之ヲ短縮 シ得ルモノナ リ.

5)「 アドレナ リン」ハ遊離海〓子宮過敏症ヲ抑制スル作用 ヲ有 シ,「ピロカル ピン」ハソノ大

量 ニ於テハ僅 ニ之ヲ抑制 スルガ如キモ中等量乃至少量ニテハ催進的 ニ作用 ス.

6)卵 巣製劑(「 シストメンジン」,「アゴメンジン」)ノ 前處置ハ遊離海〓 子宮過敏症ニ對 シ

テハ特別ナル影響ヲ有セザルモノノ如 シ.

擱筆スルニ當リ終始御懇篤ナル御指導ト御校閲ヲ賜リタル恩師緒方教授ニ衷心感謝ノ意ヲ表ス.
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